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論
文
要
旨

　

戦
前
期
の
日
本
に
お
け
る
記
録
事
務
に
対
す
る
改
革
構
想
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に

関
す
る
理
論
や
技
術
の
導
入
過
程
に
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
部
分
も
多

く
、
公
文
書
の
管
理
や
公
開
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
の
整
備
の
遅
れ
か
ら
、
日
本

の
後
進
性
の
み
を
強
調
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
が
先
行
し
が
ち
で
あ
る
。
当
時

の
人
々
が
改
善
を
模
索
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
そ
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と

で
、
今
日
の
我
々
が
直
面
す
る
問
題
の
所
在
の
見
定
め
が
可
能
と
な
ろ
う
。

　
「
記
録
管
理
」
理
論
が
形
成
期
を
迎
え
た
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
海
外

の
動
向
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
国
立
文
書
学
校
（É

cole N
ationale des C

hartes

）」

で
の
在
外
研
究
な
ど
を
通
し
て
吸
収
し
、
自
ら
の
組
織
に
還
元
し
よ
う
と
し
た
外

務
官
僚
・
三
原
英
次
郎
の
報
告
書
「
欧
米
主
要
諸
国
外
務
省
文
書
整
理
方
法
概

要
」（
一
九
三
四
年
九
月
）
は
、
そ
の
よ
う
な
研
究
上
の
課
題
を
解
決
す
る
糸
口

と
な
る
好
事
例
で
あ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【 

記
録
管
理
、
記
録
官
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
三
原
英
次
郎
、
外
務

省
記
録
】

は
じ
め
に

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
「
欧
米
主
要
諸
国
外
務
省
文
書
整
理
方
法
概
要
」
は
、
現

在
は
外
務
省
外
交
史
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
「
外
務
省
記
録
」
の
一
つ
で
あ
る

「
諸
外
国
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
関
係
雑
件
」（N

.1.4.0.3

）
中
に
収
綴
さ
れ
た
報

告
書
で
あ
る
。
原
文
は
タ
イ
プ
打
ち
、
本
文
と
二
点
の
附
属
表
か
ら
な
り
、
表

紙
に
あ
た
る
部
分
に
は
、
重
光
葵
外
務
次
官
及
び
大
臣
官
房
各
課
長
ら
の
認
印

が
あ
る
た
め
、
省
内
の
一
部
で
回
覧
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

報
告
書
を
作
成
し
た
書
記
生
の
三
原
英
次
郎
は
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政

治
学
科
を
卒
業
後
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
五
月
に
外
務
省
に
属
（
大
臣
官

房
文
書
課
勤
務
）
と
し
て
採
用
さ
れ
、
将
来
は
同
省
の
記
録
事
務
を
指
導
す
る

専
門
職
で
あ
る
「
記
録
官
」
と
な
る
こ
と
を
嘱
望
さ
れ
た
人
物
で
あ
る）1
（

。
三
原

は
翌
年
十
一
月
か
ら
は
在
外
研
究
の
た
め
に
渡
欧
し
、
昭
和
九
年
七
月
に
ア
メ
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リ
カ
を
経
由
し
て
帰
朝
、
そ
の
翌
年
に
は
文
書
課
内
で
課
長
に
次
ぐ
ポ
ス
ト
で

あ
る
事
務
官
（
高
等
官
）
に
任
官
し
、
省
内
及
び
在
外
公
館
の
記
録
事
務
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
彼
の
二
年
半
に
及
ぶ
在
外
研
究
の
い
わ
ば
集
大
成
で
あ
り
、

一
面
で
は
専
門
職
と
し
て
の
組
織
へ
の
提
言
と
い
う
性
格
を
備
え
た
も
の
で
あ

っ
た
。
留
学
中
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
「
国
立
文
書
学
校
」（É

cole N
ationale des 

C
hartes

）
に
お
い
て
「A

rchives

」
に
関
す
る
講
習
を
受
け
る
な
ど）2
（

、
こ
の
分

野
で
の
正
確
か
つ
実
践
的
な
知
識
を
得
た
日
本
人
は
戦
前
で
は
必
ず
し
も
多
く

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
三
原
の
報
告
書
は
、
当
時
の
外
務
省
が
抱
え
て
い
た
組
織

と
記
録
に
関
わ
る
課
題
を
理
解
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
前
期
に
お
け
る
官
庁

の
記
録
事
務
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
係
る
先
端
的
な
理
論
や
思
想
の
受
容
の
あ
り

よ
う
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
我
が
国
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
史
研
究
に

と
っ
て
も
顧
み
る
意
義
の
あ
る
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
こ
の
報
告
書
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
基
本
的
な
背
景
や
三

原
の
動
向
、
報
告
書
の
焦
点
を
筆
者
の
能
力
が
及
ぶ
範
囲
で
明
ら
か
に
し
て
お

き
た
い
。

一
、
報
告
書
の
背
景
│
外
務
省
に
お
け
る
記
録
事
務
改
善
の
模
索

　

第
一
次
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議
を
契
機
と
し
た
外
務
省
の
記
録
事
務
の
改

善
に
つ
い
て
は
、
同
省
の
正
史
に
あ
た
る
『
外
務
省
の
百
年
』（
一
九
六
九
年
）

の
ほ
か
、
既
に
多
く
の
優
れ
た
研
究
蓄
積
が
あ
る）3
（

。
そ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え

て
概
説
す
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
関
係
事
案
以
外
に
充
分
な
情
報
や
知
識
の
蓄
積
が

な
く
、
戦
勝
国
と
し
て
の
存
在
感
を
講
和
会
議
の
場
で
示
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
外
務
省
に
対
し
、
機
構
・
人
事
の
革
新
を
求
め
る
少
壮
外
務
官
僚
は
大
正

八
（
一
九
一
九
）
年
九
月
に
「
革
新
同
志
会
」
を
誕
生
さ
せ
た
。
彼
ら
の
関
心

は
記
録
事
務
に
も
向
け
ら
れ
、
当
時
と
し
て
は
先
端
的
理
論
で
あ
っ
た
「
科
学

的
管
理
法
」
を
事
務
管
理
に
採
り
入
れ
る
こ
と
が
文
書
課
の
懸
案
事
項
と
な
っ

て
い
た
。

　

同
会
の
設
立
メ
ン
バ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
格
で
あ
っ
た
澤
田
節
蔵
が
文
書
課
長
と

な
っ
た
大
正
十
三
年
三
月
に
記
録
整
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
省
内
の
記
録
事

務
の
改
善
構
想
は
大
き
く
進
展
す
る
。
淵
時
智
（
領
事
）
に
よ
る
実
地
調
査
の

成
果
を
踏
ま
え
て
従
来
の
記
録
分
類
・
整
理
方
法
を
抜
本
的
に
改
め
、
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
一
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
国
務
省
を
モ
デ
ル
と
し
た
科
学
的
管
理

法
に
の
っ
と
っ
た
「
デ
シ
マ
ル
式
」
分
類
法
（
十
進
分
類
法
に
よ
る
主
題
別

（
＝
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
）
整
理
を
行
う
バ
ー
チ
カ
ル
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）

へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
善
は
、
省
内
の
企
画

立
案
、
意
思
決
定
の
合
理
化
や
迅
速
化
を
図
る
と
い
っ
た
側
面
に
と
ど
ま
ら
な

か
っ
た
。
外
務
省
に
限
ら
ず
、
各
省
の
記
録
事
務
で
も
明
治
期
以
来
の
懸
案
と

し
て
た
び
た
び
浮
上
し
た
官
房
の
記
録
担
当
課
へ
の
記
録
文
書
の
集
約
を
実
現

す
る
と
い
う
管
理
体
制
面
で
の
解
決
策
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
デ
シ
マ
ル
式
」
分
類
法
の
命
運
は
数
奇
な
も
の
で

あ
っ
た
。
移
行
後
早
々
の
昭
和
三
年
五
月
に
発
生
し
た
済
南
事
件
を
め
ぐ
る
一

連
の
対
応
に
お
い
て
、
必
要
な
電
信
や
公
信
が
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
維
持
し
た
一
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件
書
類
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
記
録
情
報
の
検
索
、
利
用
に
支
障
が

生
じ
た
こ
と
で
、
省
内
で
早
く
も
見
直
し
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ
た
た
め
で
あ

る
。
極
め
て
詳
細
な
分
類
表
に
基
づ
く
「
デ
シ
マ
ル
式
」
は
、
記
録
の
整
理
分

類
を
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
記
録
の
集
中
管
理
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
各
局
課
が
利
用
に
支
障
の
生
ず
る
リ
ス
ク
を
お
そ
れ
、
か
え
っ
て
軽

微
な
記
録
ま
で
も
留
置
す
る
傾
向
を
強
め
て
し
ま
う
結
果
を
招
い
た
の
は
皮
肉

で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
記
録
事
務
に
関
わ
る
積
年
の
課
題
の
解
決
│
分
散

管
理
の
是
正
を
期
待
さ
れ
た
「
デ
シ
マ
ル
式
」
は
、
ま
さ
に
弊
履
の
ご
と
く
う

ち
棄
て
ら
れ
、
外
務
省
の
記
録
整
理
方
法
は
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
を
モ
デ
ル
と
し

た
「
一
件
一
括
主
義
」、
す
な
わ
ち
ケ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
方
式
へ
と
軌
道
修
正
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
記
録
事
務
に
専
従
す
る
専
門
職
と
し
て
の
「
記
録

官
」「
録
事
」
の
設
置
が
、
翌
年
四
月
十
五
日
に
将
来
の
方
針
と
し
て
省
議
決

定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る）4
（

。「
デ
シ
マ
ル
式
」
分
類
法
の
導
入
検
討
に
際
し
、「
文

書
課
の
主
」
と
し
て
省
内
の
信
頼
も
厚
か
っ
た
石
川
清
理
事
官
は
「
科
学
的

「
シ
ス
テ
イ
ム
」
ヲ
採
行
セ
ハ
記
録
係
員
ハ
勿
論
主
任
官
ト
雖
モ
特
別
ノ
能
力

者
ヲ
人
選
ス
ル
必
要
ナ
キ
カ
、
所
謂
記
録
事
務
ヲ
シ
テ
全
然
機
械
的
ニ
運
用
シ

得
ル
ヤ
」
と
率
直
な
疑
問
を
抱
い
て
い
た）5
（

。
同
年
十
一
月
六
月
に
在
イ
ギ
リ
ス

大
使
館
か
ら
報
告
さ
れ
た
「
英
国
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
事
務
取
調
ニ
関
ス
ル

件
」
に
お
い
て
「
一
件
一
括
主
義
」
に
基
づ
く
具
体
的
な
整
理
方
法
が
紹
介
さ

れ
る
と
と
も
に
、
記
録
事
務
の
担
い
手
で
あ
る
職
員
や
組
織
に
つ
い
て
も
紙
面

が
割
か
れ
た
の
も）6
（

、「
デ
シ
マ
ル
式
」
記
録
分
類
法
の
蹉
跌
の
要
因
と
し
て
、

専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
持
つ
職
員
の
欠
如
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
記
録
官
」「
録
事
」
制
は
、
最
終
的
に
は
実
現
を
見
な

か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
浜
口
雄
幸
内
閣
に
よ
る
厳
し
い
緊
縮
財
政
の
も
と
、

直
ち
に
官
制
改
正
・
新
規
予
算
措
置
に
よ
っ
て
専
門
職
制
を
整
備
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
な
か
、
中
長
期
的
な
人
材
育
成
計
画
が
い
わ
ば
既
定
路
線
と
し
て

省
内
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
い
た
点
は
特
筆
さ
れ
よ
う
。

　
「
記
録
官
」
は
基
本
的
に
は
転
官
が
な
く
奏
任
官
か
ら
高
等
官
ま
で
昇
任
も

可
能
で
、「
文
書
ノ
整
理
編
纂
保
管
」
に
加
え
て
分
類
目
録
や
文
書
取
扱
手
続

の
調
査
研
究
を
行
う
と
さ
れ
、
在
職
す
る
高
等
官
か
ら
の
詮
衡
の
ほ
か
、
大
卒

又
は
高
等
文
官
試
験
の
合
格
者
を
選
抜
し
た
う
え
で
、
さ
し
当
た
り
一
年
間
の

実
務
経
験
を
経
て
欧
米
留
学
の
後
に
任
官
さ
せ
る
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
が
想
定
さ

れ
て
い
た）7
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、「
録
事
」
は
判
任
官
で
、「
文
書
ノ
整
理
編
纂
保
管
」
の
実
務

を
通
し
て
専
ら
本
省
に
お
い
て
養
成
す
る
こ
と
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
。
採

用
は
属
や
在
外
公
館
の
書
記
生
か
ら
の
詮
衡
の
ほ
か
、
中
学
卒
業
以
上
の
学
歴

を
有
す
る
者
か
ら
の
試
験
に
よ
る
も
の
と
し
、
特
に
英
・
仏
・
独
語
の
素
養
が

重
視
さ
れ
、
経
験
と
能
力
に
応
じ
「
記
録
官
」
へ
の
昇
任
の
途
も
拓
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
た）8
（

。

　

将
来
の
「
記
録
官
」
候
補
と
し
て
採
用
さ
れ
た
人
物
こ
そ
が
三
原
で
あ
り
、

「
録
事
」
候
補
と
し
て
は
東
京
外
国
語
学
校
独
逸
語
部
本
科
を
卒
業
し
た
宮
野

義
治
と
い
う
人
物
が
採
用
さ
れ
た
ほ
か
、
既
存
の
属
僚
か
ら
希
望
者
を
募
り
、
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七
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
候
補
者
と
し
て
選
考
さ
れ
た
と
い
う
。

　

も
っ
と
も
、
高
度
専
門
職
と
し
て
の
「
記
録
官
」
が
ど
の
よ
う
な
知
識
や
技

能
を
備
え
、
組
織
に
向
き
合
う
べ
き
な
の
か
は
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
く
、
そ

の
答
え
は
三
原
自
身
が
実
務
と
調
査
研
究
活
動
を
通
し
て
探
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た）9
（

。

二
、
三
原
英
次
郎
の
留
学
と
外
務
省

　
「
記
録
官
」
候
補
と
し
て
昭
和
五
年
に
外
務
省
に
採
用
さ
れ
た
三
原
は
、
同

年
十
月
に
高
等
文
官
試
験
行
政
科
に
合
格
し
た
。
外
交
官
及
び
領
事
官
試
験
合

格
者
で
は
な
く
、
行
政
科
を
パ
ス
し
た
い
わ
ゆ
る
「
有
資
格
者
」
が
外
務
省
に

採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
記
録
事
務
に
専
従
す
る

「
記
録
官
」
が
幹
部
ポ
ス
ト
の
一
角
を
占
め
う
る
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
三
原
の
経
歴
に
は
不
明
な
点
も
多
い
。
外
務
属
（
大
臣
官
房
文

書
課
勤
務
）
を
振
り
出
し
に
昭
和
六
年
十
一
月
に
東
亜
局
第
二
課
に
転
属
し
な

が
ら
記
録
事
務
の
研
究
の
た
め
に
在
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
留
学
、
同
九
年
に
帰

国
し
た
後
は
各
地
で
記
録
の
調
査
も
行
い
、
そ
の
翌
年
に
は
高
等
官
に
任
官
、

在
満
州
大
使
館
の
記
録
事
務
に
関
す
る
指
導
に
も
あ
た
っ
た
。
同
十
三
年
八
月

か
ら
は
東
亜
局
第
二
課
に
お
い
て
中
国
大
陸
で
の
共
産
運
動
の
調
査
事
務
も
担

当
し
た
。
の
ち
三
等
書
記
官
と
し
て
在
イ
タ
リ
ア
大
使
館
に
赴
任
す
る
も
、
同

十
五
年
に
在
職
の
ま
ま
死
亡
し
た
こ
と
が
い
く
つ
か
の
記
録
を
た
ど
る
こ
と
で

か
ろ
う
じ
て
確
認
で
き
る）10
（

。

　

外
務
属
と
し
て
の
三
原
の
最
初
の
活
動
は
、「
記
録
整
理
指
導
員
」
と
し
て

奉
天
総
領
事
館
を
は
じ
め
と
す
る
在
満
公
館
に
お
け
る
記
録
事
務
の
現
地
指
導

を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
本
省
の
記
録
分
類
法
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
て
、

在
外
公
館
の
記
録
も
同
様
に
整
理
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
約

四
か
月
に
及
ん
だ
現
地
指
導
の
復
命
書
で
、
三
原
は
書
記
生
を
は
じ
め
と
す
る

記
録
事
務
担
当
者
以
外
も
「
執
務
上
ノ
常
識
」
と
し
て
知
識
を
備
え
る
こ
と
、

こ
と
に
上
官
の
意
識
改
革
と
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
記
し
た）11
（

。
記
録
事
務
の
現

状
を
直
接
理
解
す
る
こ
と
は
、
新
米
の
属
僚
に
対
す
る
実
地
教
育
と
し
て
は
実

に
刺
激
的
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

こ
の
間
、
本
省
で
は
三
原
の
留
学
先
の
選
定
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
六

年
三
月
に
本
省
か
ら
英
・
仏
・
米
各
大
使
館
に
対
し
て
依
頼
さ
れ
た
「
文
書
事

務
ニ
関
ス
ル
専
門
的
研
究
機
関
」
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
九
月
に

は
フ
ラ
ン
ス
へ
の
留
学
が
正
式
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）12
（

。「
デ
シ
マ
ル

式
」
分
類
法
に
関
し
て
苦
い
経
験
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
論
外
と
し
て
、
当
時
の

外
務
省
が
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
な
く
フ
ラ
ン
ス
が
選
択
さ
れ
た

の
は
、
英
米
の
教
育
機
関
が
「
幼
稚
ニ
過
キ
或
ハ
論
理
的
研
究
ニ
傾
キ
或
ハ
図

書
整
理
ヲ
主
タ
ル
目
的
ト
為
ス
」
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
は

歴
史
的
な
蓄
積
に
加
え
て
、
よ
り
実
践
的
な
「
文
書
整
理
法
等
技
術
的
方
面
ニ

関
ス
ル
講
義
」
も
充
実
し
た
「
国
立
文
書
学
校
」
が
あ
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ

た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

十
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
着
任
し
た
三
原
は
、
約
一
年
間
は
館
務
の
傍
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ら
語
学
の
習
得
に
努
め
、
翌
年
十
一
月
か
ら
昭
和
八
年
六
月
ま
で
「
国
立
文
書

学
校
」
で
「Bibliothèque

」
及
び
「A

rchives

」
に
関
す
る
講
習
を
受
け
な
が

ら
、
国
立
図
書
館
や
「
国
立
記
録
保
管
所
」（A

rchives N
ationales

）
や
外
務

省
の
記
録
保
管
所
な
ど
を
視
察
し
、
翌
年
の
帰
朝
の
途
上
に
は
国
際
連
盟
事
務

局
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
を
巡
回
し
て
記
録
事
務
に
関
す
る
実
地
調
査
を
行

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

在
外
研
究
や
欧
米
諸
国
で
の
実
地
調
査
の
一
端
が
顕
れ
た
の
が
、
同
九
年
九

月
に
外
務
省
へ
提
出
さ
れ
た
「
欧
米
主
要
諸
国
外
務
省
文
書
整
理
方
法
概
要
」

で
あ
り）13
（

、
省
内
の
反
応
も
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
表
紙
に
あ
た
る
部
分
に
は
重
光
次
官
及
び
官
房
各
課
長
ら
の
間
で

回
覧
が
行
わ
れ
、
特
に
重
光
は
「
制
度
能
率
委
員
会
」
に
お
い
て
審
議
が
必
要

で
あ
る
旨
の
書
込
み
を
残
し
て
い
る
。
外
務
省
に
設
置
さ
れ
た
こ
の
委
員
会
は
、

重
光
次
官
を
委
員
長
と
し
、「
部
内
一
般
ノ
制
度
及
組
織
並
ニ
事
務
ノ
刷
新
及

能
率
増
進
等
ニ
関
ス
ル
事
項
ニ
付
大
臣
ノ
諮
問
ニ
応
シ
審
議
立
案
ス
ル
」
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
年
十
月
二
日
に
は
第
一
回
の
会
合
が
開
催
さ

れ
て
い
た）14
（

。
三
原
の
報
告
書
は
、
省
内
の
こ
の
よ
う
な
機
運
を
捉
え
た
、
組
織

に
対
す
る
「
提
言
」
と
し
て
の
性
格
を
お
び
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。

　

も
っ
と
も
、
委
員
会
の
審
議
は
外
交
官
及
び
領
事
官
制
度
の
改
革
や
通
商
局

の
拡
張
論
議
へ
と
収
斂
し
、
の
ち
に
は
委
員
会
自
体
が
「
機
構
改
正
委
員
会
」

へ
改
組
さ
れ
て
、
主
要
な
テ
ー
マ
も
「
調
査
部
」
設
置
論
議
へ
と
シ
フ
ト
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
、
三
原
の
「
提
言
」
は
機
構
・
人
事
改
革
の
な
か
で
充
分
に

実
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。「
長
期
間
本
省
ニ
勤
務
シ
特
定
ノ
事
務
ニ

通
暁
ス
ル
職
員
」
の
設
置
や
「
文
書
整
理
方
」
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で
具
体

案
を
提
出
す
る
な
ど
し
て
議
論
の
俎
上
に
の
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
う
か

が
え
る
も
の
の
、
委
員
会
の
運
営
記
録
が
断
片
的
に
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
詳
細
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

三
、
報
告
書
の
概
要
と
焦
点

　

で
は
三
原
の
報
告
書
は
当
時
の
外
務
省
に
お
け
る
記
録
事
務
の
改
善
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
展
望
を
描
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
構
成
に
沿
い
な
が

ら
も
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
を
取
り
上
げ
て
理
解
へ
の
援
け
と
し
た
い
。

（
1
）「
集
中
主
義
整
理
法
」
と
「
各
局
課
別
整
理
法
」

　

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
分
析
対
象
の
選
定
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
背
景

で
あ
り
、
そ
れ
は
「
緒
言
」
に
お
い
て
も
特
に
言
及
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報

告
書
で
は
、
記
録
の
整
理
に
あ
た
っ
て
「
所
管
文
書
全
部
ヲ
一
ケ
所
ニ
集
中
」

さ
せ
る
管
理
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
お

よ
び
国
際
連
盟
事
務
局
に
対
し
、「
各
主
管
局
課
ニ
於
テ
其
ノ
所
管
文
書
ヲ
整

理
」
さ
せ
る
分
散
管
理
シ
ス
テ
ム
を
採
る
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
外

務
省
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
分
類
手
法
を
採
用
し
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
、
各
節
に
お
い
て
詳
細
に
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
く
構
成
が
と
ら
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れ
て
い
る
。

　

前
者
の
う
ち
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
に

つ
い
て
は
外
務
省
内
で
も
こ
れ
ま
で
一
定

の
知
識
や
情
報
の
蓄
積
が
あ
っ
た
わ
け
だ

が
、
新
た
に
三
原
自
身
が
実
地
調
査
を
行

っ
た
国
際
連
盟
事
務
局
を
加
え
、
さ
ら
に

後
者
に
つ
い
て
は
留
学
先
で
あ
っ
た
フ
ラ

ン
ス
が
事
例
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
。

分
類
手
法
の
面
で
は
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省

が
「
デ
シ
マ
ル
式
」
分
類
で
運
用
さ
れ
る

詳
細
な
「「
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
」
分
類
法
」

で
あ
り
、
対
し
て
「
一
件
一
括
主
義
分
類

法
」
と
称
さ
れ
る
手
法
の
代
表
格
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
外
務
省
が
日
本
の
モ
デ
ル
と
な

っ
て
い
た
点
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た

と
お
り
で
あ
る
。
連
盟
事
務
局
と
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
、
こ
れ
ら
の
分
類
法
の

折
衷
と
し
て
、
お
お
ま
か
な
主
題
別
の
「
分
類
表
」
を
使
用
し
な
が
ら
「
一
件

一
括
主
義
」
に
よ
り
記
録
を
整
理
す
る
し
く
み
を
採
っ
て
い
た
。

　

記
録
の
管
理
体
制
と
整
理
に
つ
い
て
の
技
術
│
方
法
論
を
軸
と
し
て
、「
集

中
主
義
整
理
法
」
と
「
各
局
課
別
整
理
法
」
と
い
う
二
つ
の
新
た
な
枠
組
を
設

定
し
、
当
時
の
日
本
の
外
務
省
が
行
っ
て
い
た
記
録
事
務
を
相
対
的
に
見
つ
め

な
お
そ
う
と
い
う
三
原
の
視
角
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
【
表
】。
組
織
と

し
て
苦
い
経
験
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
事
例
に
対
す
る
記
述
は
極
め
て
薄

く
、「
集
中
主
義
整
理
法
」
の
な
か
で
も
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
と
は
一
線
を
画
し

て
附
属
（
一
）
の
よ
う
な
緩
や
か
な
主
題
別
の
分
類
・
整
理
を
行
う
連
盟
事
務

局
に
は
、
一
定
の
紙
面
を
割
き
つ
つ
、「
其
ノ
敏
速
ナ
ル
執
務
振
リ
」
へ
の
好

意
的
な
評
価
も
加
え
ら
れ
て
い
る
（
二
〇
八
頁
）。
同
局
の
シ
ス
テ
ム
は
も
と

も
と
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
を
モ
デ
ル
と
し
て
「
創
設
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
実
務
面
で
の
改
善
点
も
含
め
日
本
に
と
っ
て
最
新
の
事
例
と
な
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い）15
（

。
外
務
省
で
は
明
治
期
以
来
、「
記
録
分
類

表
」
に
よ
る
分
類
が
行
わ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
当
時
は
昭
和
六
年
五
月
に

「
デ
シ
マ
ル
式
」
に
代
わ
っ
て
制
定
さ
れ
た
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
式
」
分
類
表
が
運
用
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

他
方
で
、
記
録
担
当
課
で
の
集
中
管
理
体
制
を
前
提
と
す
る
「
集
中
主
義
整

理
法
」
は
、
日
本
の
外
務
省
に
と
っ
て
「
理
想
」
で
あ
り
続
け
た
。「
我
外
務

省
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
ノ
現
状
ヲ
見
ル
ニ
原
則
ニ
於
テ
集
中
主
義
整
理
方
法
ヲ

採
ル
モ
ノ
ノ
如
キ
モ
依
然
ト
シ
テ
之
カ
実
施
ニ
必
要
ナ
ル
各
手
続
ニ
於
テ
欠
ク

ル
処
ナ
キ
ニ
非
ス
、
従
テ
実
際
ニ
於
テ
ハ
文
書
ハ
受
理
後
各
主
管
局
課
ニ
其
儘

留
置
セ
ラ
レ
此
処
ニ
於
テ
分
類
整
理
ヲ
施
シ
比
較
的
重
要
ナ
ラ
サ
ル
文
書
ノ
ミ

記
録
係
ニ
回
附
セ
ラ
レ
主
管
、
記
録
係
双
方
ニ
於
テ
各
々
独
立
無
関
係
ニ
整
理

シ
居
ル
」（
二
一
三
頁
）
と
実
状
を
直
視
し
た
三
原
の
問
題
意
識
は
、
局
課
別

の
分
散
管
理
体
制
の
な
か
で
も
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
外
務

省
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
な
か
で
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
を
導
き
出
す
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

【表】報告書の記述対象と記録事務システム
� 分類法

体制�

サブジェクト分類法 「一件一括主義分類法」

「分類表」あり 「分類表」なし

集中整理 アメリカ国務省
国際連盟事務局
日本外務省

イギリス外務省

局課別整理 ─
フランス外務省
（ドイツ外務省）
（イタリア外務省）

─
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（
2
）
記
録
「
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
と
「
補
助
手
段
」

　

三
原
は
、
か
つ
て
淵
時
智
ら
が
「
デ
シ
マ
ル
式
」
記
録
分
類
法
に
よ
っ
て
目

指
し
た
「
集
中
主
義
整
理
法
」
が
定
着
し
な
か
っ
た
要
因
を
、
シ
ス
テ
ム
の
運

用
に
不
可
欠
と
な
る
「
充
実
セ
ル
「
ス
タ
ツ
フ
」
ト
大
ガ
カ
リ
ナ
ル
補
助
手

段
」
を
整
備
し
、「
集
中
主
義
ノ
欠
陥
ヲ
防
ク
為
ノ
努
力
」
を
怠
っ
た
点
に
求

め
た
（
二
一
二
頁
）。「
英
国
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
慎
重
ナ
ル
「
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
シ

ス
テ
ム
」」
と
「
連
盟
事
務
局
ニ
於
ケ
ル
厳
重
ナ
ル
「
フ
ア
イ
ル
」
回
収
制
度
」

と
い
う
二
つ
の
「
補
助
手
段
」
は
、「
デ
シ
マ
ル
式
」
分
類
法
の
導
入
時
に
問

題
と
な
っ
た
、
記
録
に
対
す
る
各
局
課
の
ア
ク
セ
ス
性
の
低
下
や
証
跡
管
理
面

で
の
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
解
決
策
で
あ
り
、
外
務
省
幹
部
に
対
し

て
「
何
レ
モ
多
人
数
ノ
専
門
職
員
ヲ
擁
シ
其
ノ
養
成
ニ
付
テ
モ
亦
特
別
ノ
考
慮

ヲ
払
」
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
注
意
喚
起
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
「
専
門
職
員
」
が
配
置
さ
れ
る
場
と
し
て
報
告
書
の
焦
点
と
な
っ

た
の
は
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」（R

egistry

）
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
レ
ジ
ス

ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
で
も
「
比
較
的
最
近
ノ
創
設
」
に

よ
る
も
の
で
、
外
交
官
が
直
接
に
記
録
を
整
理
し
て
き
た
従
来
の
方
法
に
代
わ

り
、「
事
務
ノ
増
加
ニ
伴
ヒ
事
務
合
理
化
ノ
必
要
上
」
専
門
の
組
織
を
設
け
る

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
と
し
て
い
る
（
二
〇
四
頁
）。
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
で

は
一
九
一
八
年
に
組
織
の
改
革
が
行
わ
れ
、
在
外
公
館
に
す
ら
「
レ
ジ
ス
ト
リ

ー
」
が
設
け
ら
れ
て
、
外
交
官
を
煩
雑
な
記
録
事
務
か
ら
解
放
す
る
こ
と
で
外

交
交
渉
に
専
念
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る）16
（

。

　

三
原
の
視
線
は
、「
レ
ジ
ス
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
の
特
色
で
あ
る
「
統
一
集

中
主
義
」
を
貫
徹
す
る
た
め
、
本
省
の
主
管
別
に
専
門
的
に
分
科
さ
れ
た
「
分

類
収
蔵
係
」（A

rchives Branch

）
が
、
原
局
課
の
意
見
に
左
右
さ
れ
ず
「
独

立
ノ
権
限
」
の
も
と
で
「
一
件
一
括
一
事
項
一
括
主
義
」
に
よ
る
分
類
整
理
を

行
う
だ
け
で
な
く
、
各
文
書
に
「
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
」
を
付
与
し
て
文
書
の
内
容
、

関
係
文
書
の
所
在
、
事
件
の
処
置
な
ど
の
情
報
を
記
述
し
、
利
用
に
も
備
え
る

と
い
っ
た
細
や
か
な
機
能
に
も
注
が
れ
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
、
彼
の
関
心
が
分
類
整
理
の
手
法
よ
り
も
複
数
の
索
引
簿
を
作
成

す
る
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
と
、

記
録
の
所
在
把
握
の
効
率
性
の
高
さ
に
傾
け
ら
れ
、
そ
れ
が
「
基
本
索
引
係
」

（M
ain Index Branch

）
の
「
慣
例
ニ
通
シ
経
験
ヲ
重
ネ
タ
ル
職
員
ノ
専
門
的

処
理
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
二
〇

七
頁
）
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
（
国
際
連
盟
事
務
局
に
対
す
る
記
述
で
も

関
心
の
所
在
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
）。

　

当
時
の
日
本
の
外
務
省
に
お
い
て
も
記
録
の
索
引
と
な
る
帳
簿
（
目
録
）
を

備
え
る
し
く
み
自
体
は
存
在
し
て
い
た
が
、
メ
イ
ン
の
「
記
録
文
書
目
録
」
は

処
理
の
完
結
し
た
文
書
毎
の
索
引
で
、
日
付
番
号
、
件
名
、
宛
名
、
分
類
部
所

そ
の
他
参
考
事
項
を
記
述
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
り
、「
記
録
分
類
目
録
」
は

分
類
表
に
基
づ
い
て
各
文
書
が
収
綴
さ
れ
た
記
録
の
簿
冊
名
を
記
述
し
た
も
の

で
し
か
な
か
っ
た）17
（

。
記
録
文
書
毎
の
摘
要
ま
で
記
述
し
た
複
数
の
検
索
手
段
を

整
え
る
イ
ギ
リ
ス
の
「
レ
ジ
ス
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
は
、
応
用
可
能
な
技
術
面

で
の
改
善
モ
デ
ル
と
し
て
魅
力
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
外
務
省
に
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お
か
れ
た
制
度
能
率
委
員
会
の
審
議
事
項
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の

準
備
会
合
で
は
寺
嶋
広
文
文
書
課
長
よ
り
「
索
引
部
」
設
置
の
提
案
も
行
わ
れ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る）18
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
レ
ジ
ス
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
職

員
の
専
門
性
は
必
ず
し
も
高
度
で
は
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
一
般

事
務
員
の
採
用
試
験
に
合
格
さ
え
す
れ
ば
「
何
等
特
別
ノ
資
格
或
ハ
専
門
的
知

識
ヲ
要
求
サ
ル
ル
コ
ト
ナ
ク
」
採
用
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
（
二
〇
五

頁
）、
む
し
ろ
そ
の
質
の
面
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
数
の
多
さ
が
際
立
っ
て
い
た
。

各
国
外
務
省
に
比
べ
れ
ば
事
務
領
域
が
小
さ
か
っ
た
国
際
連
盟
事
務
局
の
二
十

名
程
度
は
例
外
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
タ
イ
ピ
ス
ト
ま
で
を
含
め
て
総

勢
百
五
十
一
名
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
は
約
七
十
名
の
職
員
を
擁
す
る
組
織
規
模

で
あ
る
。
実
務
は
将
来
の
「
録
事
」
が
担
う
に
し
て
も
、
理
事
官
の
石
川
を
筆

頭
に
属
と
雇
を
合
わ
せ
て
も
二
十
数
名
足
ら
ず
で
記
録
事
務
を
行
っ
て
い
た
当

時
の
日
本
の
外
務
省
が
、
に
わ
か
に
体
制
拡
充
を
実
現
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も

現
実
的
な
選
択
肢
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る）19
（

。

　

イ
ギ
リ
ス
を
モ
デ
ル
と
し
た
記
録
事
務
シ
ス
テ
ム
の
改
善
策
を
模
索
す
る
と

同
時
に
、
三
原
が
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
に
お
け
る
専
門
職
制
度
に
も
注
目
し
た
背

景
は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
3
）「
記
録
局
（A

rchives

）」
の
機
能
と
「
記
録
専
門
官
」
制
へ
の
視
線

　

省
内
記
録
事
務
シ
ス
テ
ム
の
改
善
の
た
め
の
モ
デ
ル
を
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に

求
め
る
一
方
で
、
三
原
は
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
に
お
け
る
記
録
整
理
法
や
専
門
職

員
の
動
向
に
も
注
目
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
の
研
究
と
実
地
調
査
の
成
果
が

こ
こ
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
記
録

局
」（Service des A

rchives

）
が
「
英
国
外
務
省
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ノ
如
ク

現
在
ノ
執
務
ニ
直
接
必
要
ナ
ル
文
書
ヲ
分
類
整
理
ス
ル
モ
ノ
」
で
は
な
く
、

「「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ト
ハ
其
ノ
職
能
ニ
於
テ
又
其
ノ
組
織
ニ
於
テ
趣
ヲ
異
ニ
ス

ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
古
文
書
館
」
と
し
て
記
録
の
目
録
や
解
題
を
作

成
し
て
官
庁
事
務
を
間
接
的
に
補
助
す
る
機
能
に
と
ど
ま
る
点
を
的
確
に
指
摘

し
て
い
た
（
二
一
〇
頁
）。
外
務
省
か
ら
「
記
録
局
」
へ
の
記
録
の
移
管
が
行

わ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
も
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
点
も
、
記
録
の
公
開
に

対
す
る
意
識
を
理
解
す
る
う
え
で
興
味
が
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
「
歴
史
的
記
録
」（
二
一
二
頁
）
を
整
理
、
保
存
す
る
場
と
し
て

の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
よ
り
も
、
組
織
運
営
に
対
す
る
実
践
的
な
機
能
を
重
視
す
る

発
想
は
、
三
原
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
留
学
中
の
三
原
が
「
国
立
文

書
学
校
」
で
も
学
ん
だ
こ
と
は
既
に
記
し
た
が
、
彼
は
「
正
科
」
と
「
実
科
」

に
分
か
れ
た
教
授
科
目
の
う
ち
、
前
者
は
歴
史
研
究
や
古
文
書
の
判
読
整
理
に

関
す
る
講
義
が
中
心
で
「
記
録
事
務
ニ
対
シ
テ
ハ
資
ス
ル
処
直
接
ナ
ラ
ザ
ル
」

た
め
、「
各
官
庁
ノ
記
録
事
務
員
ヲ
養
成
ス
ル
目
的
」
で
実
務
教
員
に
よ
る

「
行
政
官
庁
ノ
記
録
事
務
ニ
関
ス
ル
講
習
」
を
含
む
後
者
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

メ
イ
ン
に
受
講
し
て
い
た）20
（

。
こ
の
「
実
科
」
は
、
官
庁
の
記
録
事
務
の
現
場
に

対
応
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
世
界
的
に

み
て
も
古
く
か
ら
専
門
職
養
成
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て

も
、
記
録
事
務
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
め
ぐ
る
理
論
や
技
術
は
新
た
な
転
換
期
を
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迎
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

報
告
書
に
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
で
あ
る
「
記
録
局
」
に
「
国
立
文
書
学

校
」
の
卒
業
を
要
件
と
す
る
「
ア
ル
シ
ビ
ス
ト
パ
レ
オ
グ
ラ
フ
」（
古
記
録
ア

ー
キ
ビ
ス
ト
）
が
お
か
れ
る
一
方
で
、
記
録
の
作
成
・
移
管
元
で
あ
る
官
庁
に

は
「
実
科
」
講
習
を
受
け
た
「
ア
ル
シ
ビ
ス
ト
」
た
る
「
記
録
専
門
官
」
が
配

置
さ
れ
る
し
く
み
と
な
っ
て
い
た
点
が
記
述
さ
れ
て
い
る
（
二
一
一
頁
）。「
ア

ル
シ
ビ
ス
ト
」
の
任
用
要
件
は
、「
バ
シ
ュ
リ
エ
」
の
免
状
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
つ
ま
り
大
学
入
学
資
格
と
な
る
中
等
普
通
教
育
の
修
了
者
で
あ
る
必
要
が

あ
り
、
試
験
採
用
さ
れ
る
と
は
い
え
、
高
度
な
専
門
性
を
要
求
さ
れ
る
「
記
録

局
」
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
比
べ
て
速
成
が
目
指
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

三
原
の
関
心
は
、
特
に
こ
の
「
記
録
専
門
官
」
の
役
割
に
注
が
れ
て
い
る
。

彼
が
注
目
し
た
の
は
、
大
臣
官
房
の
記
録
担
当
課
で
は
な
く
、「
政
商
局
」
の

よ
う
な
メ
イ
ン
と
な
る
原
局
課
に
配
属
さ
れ
た
「
記
録
専
門
官
」
が
、
同
局
課

内
の
記
録
の
分
類
整
理
を
監
督
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
三
原
は
、
フ
ラ
ン
ス
外

務
省
が
運
用
す
る
「
各
局
課
別
整
理
法
」
に
つ
い
て
、「
其
ノ
方
法
ニ
ハ
何
等

組
織
的
ナ
ル
ヲ
見
ズ
且
分
類
方
法
ニ
付
テ
モ
特
殊
ナ
ル
工
夫
等
ト
テ
無
ク
只
記

録
専
門
職
員
ハ
職
務
上
主
管
局
課
長
ニ
直
属
シ
常
ニ
其
ノ
所
管
事
務
ノ
経
過
ニ

通
ズ
ル
ヲ
以
テ
執
務
上
最
モ
便
利
ニ
整
理
ヲ
ナ
シ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
立
前
ナ

リ
」
と
そ
の
理
由
を
分
析
し
て
い
る
（
同
頁
）。
長
年
の
慣
行
と
し
て
定
着
し

て
き
た
分
散
管
理
を
集
中
管
理
に
移
行
で
き
ず
、
記
録
整
理
の
一
貫
性
を
図
る

た
め
の
消
極
的
な
対
応
策
と
し
て
、
少
数
の
専
門
職
員
に
よ
る
指
導
を
行
う

「
記
録
専
門
官
」
制
が
導
入
さ
れ
た
側
面
に
も
眼
を
向
け
た
わ
け
で
あ
る
が
、

同
時
に
「
集
中
主
義
整
理
法
」
に
よ
っ
て
は
実
現
で
き
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
存
在

す
る
こ
と
も
見
落
と
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
が
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
採
る
背
景
に
は
、

報
告
書
の
回
覧
者
た
ち
も
「
結
語
」
で
傍
線
を
記
し
た
よ
う
に
、「
官
庁
文
書

ハ
直
接
事
件
ヲ
取
扱
フ
者
ニ
於
テ
整
理
ス
ル
コ
ト
最
モ
合
理
的
且
ツ
便
宜
ナ
リ

ト
ス
ル
信
念
」
が
存
在
し
、
分
類
整
理
を
高
い
水
準
で
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

現
場
と
の
近
い
距
離
関
係
に
よ
っ
て
「
所
管
事
務
ノ
経
過
」
に
通
じ
る
た
め
、

「
時
ニ
応
シ
領
事
、
副
領
事
、
記
録
書
記
官
等
ノ
名
義
ニ
依
リ
在
外
勤
務
ヲ
為

ス
」
よ
う
な
人
事
シ
ス
テ
ム
も
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
と
に
そ
の
「
信

念
」
は
、「
文
書
ハ
其
ノ
取
扱
者
ニ
依
リ
テ
整
理
サ
ル
ル
コ
ト
最
モ
良
キ
整
理

ナ
ル
ト
仝
時
ニ
一
旦
分
類
整
理
サ
レ
タ
ル
記
録
ヲ
再
ビ
整
理
シ
直
ス
コ
ト
ハ
整

理
済
記
録
ヲ
収
拾
ス
ベ
カ
ラ
サ
ル
状
体
ニ
陥
ル
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
如
何
ナ
ル

理
由
ア
ル
ト
モ
再
整
理
ハ
之
ヲ
排
斥
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
ト
ス
ル
」（
二
一
二
頁
）、

い
わ
ゆ
る
「
フ
ォ
ン
ド
原
則
」
を
も
踏
ま
え
た
専
門
的
知
見
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
い
た
点
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

記
録
の
集
中
管
理
を
目
指
し
な
が
ら
、
実
態
と
し
て
は
原
局
課
へ
の
記
録
の

留
置
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
日
本
の
外
務
省
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン

ス
外
務
省
の
シ
ス
テ
ム
に
は
一
概
に
打
ち
棄
て
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
実
的
な

選
択
肢
と
し
て
の
可
能
性
が
含
ま
れ
て
い
た
。「
各
局
課
別
整
理
法
」
を
前
提

と
し
つ
つ
、「
記
録
専
門
官
」
が
各
局
課
を
直
接
指
導
す
る
し
く
み
に
つ
い
て

も
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
三
原
は
、「
集
中
主
義
整
理
法
」

と
比
較
し
た
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
報
告
書
の
「
結
語
」
に
お
い
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て
紙
面
を
割
き
、
外
務
省
の
幹
部
に
提
示
し
た
。

　
「
集
中
主
義
整
理
法
」
に
は
、
充
実
し
た
「
ス
タ
ツ
フ
」
ト
「
慎
重
ナ
ル
補

助
手
段
」
が
要
求
さ
れ
、
比
較
的
容
易
に
移
行
が
可
能
な
「
各
局
課
別
整
理

法
」
で
も
、「
記
録
ノ
統
一
」
を
図
る
た
め
の
手
段
│
「
記
録
専
門
官
」
の
養

成
・
確
保
、
原
局
課
へ
の
配
置
│
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
最
後
に
は

「
現
在
記
録
係
ニ
配
置
セ
ラ
レ
タ
ル
人
員
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
集
中
主
義
ノ
実
ヲ
挙

ク
ル
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
英
米
外
務
省
ノ
例
ニ
徴
ス
ル
モ
極
メ
テ
明
白
ニ
シ
テ
記
録

係
ヲ
拡
張
セ
サ
ル
限
リ
寧
ロ
各
局
課
別
整
理
法
ニ
徹
底
ス
ル
方
可
然
ト
思
考

ス
」（
二
一
三
頁
）
と
、
自
身
の
見
解
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
組
織
の
既
定
路

線
の
変
更
も
排
除
せ
ず
「
集
中
主
義
カ
局
課
別
主
義
カ
ノ
原
則
ヲ
明
確
ニ
樹
立

シ
」、
そ
の
「
実
施
ノ
為
ニ
必
要
ナ
ル
有
ユ
ル
手
段
ヲ
講
ス
ル
コ
ト
」
が
、
帰

朝
し
た
三
原
が
直
面
し
た
最
初
の
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

三
原
の
報
告
書
を
受
け
た
外
務
省
が
組
織
と
し
て
導
き
出
し
た
結
論
は
、
不

完
全
な
が
ら
も
「
集
中
主
義
整
理
法
」
を
維
持
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
レ
ジ
ス
ト

リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
を
模
し
て
文
書
課
の
体
制
を
拡
充
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
度
の
新
規
予
算
要
求
と
し
て
、
本
省

と
在
外
公
館
に
「
記
録
官
」
お
よ
び
「
記
録
官
補
（
在
外
公
館
で
は
記
録
書
記

生
）」
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
省
で
は
属
と
雇
を
合
わ
せ

て
わ
ず
か
二
十
二
名
で
記
録
整
理
の
実
務
を
遂
行
し
て
き
た
現
状
に
対
し
て
、

一
挙
に
「
記
録
官
」
五
名
、「
記
録
官
補
」
三
十
名
の
増
員
を
目
指
す
と
い
う

要
求
内
容
の
過
大
さ
も
目
立
ち
、
最
終
的
に
は
実
現
を
み
な
か
っ
た）21
（

。

　

主
任
「
記
録
官
」
の
も
と
で
専
門
分
科
し
た
四
名
の
「
記
録
官
」
が
「
外
務

省
記
録
分
類
表
」
に
よ
る
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
式
」
の
分
類
事
項
の
複
数
を
担
当
し
、
分

類
と
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
監
督
す
る
と
い
う
要
求
書
上
の
構
想
は
、
三
原
の
報
告

書
に
も
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
「
レ
ジ
ス
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
の
「
分
類
収
蔵
係
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
索
引
の
ほ
か
記
録
目
録
や
記
録
の
解

題
作
成
、
貸
出
・
保
管
を
行
う
「
記
録
官
」
の
担
務
も
想
定
さ
れ
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
の
「
記
録
局
」
が
負
っ
た
よ
う
な
機
能
を
も
つ
外
務
省
の
「
組
織
内
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
し
て
の
要
素
も
加
味
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

第
一
次
大
戦
か
ら
第
二
次
大
戦
後
間
も
な
い
時
期
の
日
本
で
の
記
録
事
務
に

対
す
る
改
革
構
想
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
す
る
理
論
や
技
術
の
導
入
過
程
に
は
、

必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
も
多
く
、
公
文
書
管
理
や
公
開
、
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
制
度
の
整
備
の
遅
れ
か
ら
日
本
の
後
進
性
の
み
を
強
調
し
た
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
評
価
が
先
行
し
が
ち
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
期
間
は
世
界
的
に

も
「
記
録
管
理
」
理
論
の
形
成
か
ら
確
立
へ
と
至
る
過
程
が
す
っ
ぽ
り
と
収
ま

る
範
囲
で
あ
る
が
、
三
原
の
報
告
書
を
は
じ
め
、
組
織
の
官
民
を
問
わ
ず
に
取

り
組
み
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
模
索
や
試
行
錯
誤
の
経
過
を
、
史
資
料
の
調
査

と
検
証
を
通
じ
て
丁
寧
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
今
日
の
我
々
が
直
面
す
る
問

題
の
所
在
に
対
す
る
見
定
め
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
原
が
文
書
課
に
在
籍
し
て
い
た
昭
和
九
〜
十
年
に
か
け
て
、
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外
務
省
は
Ｏ
Ｂ
の
日
記
類
や
旧
記
の
収
集
活
動
も
展
開
し
、
終
戦
時
に
焼
失
し

た
重
要
記
録
を
補
う
こ
と
に
な
る
「
松
本
記
録
」
の
複
写
作
業
も
進
め
て
い
た）22
（

。

三
原
の
活
動
や
「
記
録
官
」「
録
事
」
制
に
つ
い
て
は
こ
の
報
告
書
の
解
題
と

し
て
の
域
を
超
え
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
稿
を
改
め
て
扱
う
こ
と
と
し
た
い）23
（

。

註（
1
）　

東
京
帝
国
大
学
編
『
東
京
帝
国
大
学
一
覧　

昭
和
五
年
度
』（
一
九
三
〇
年
、

東
京
帝
国
大
学
）
五
四
六
頁
お
よ
び
「
記
録
官
設
置
ニ
関
ス
ル
件
」
昭
和
四
年

四
月
十
五
日
決
定
（「
本
省
記
録
関
係
雑
件　

記
録
整
理
法
関
係
」
第
一
巻
／

外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
「
外
務
省
記
録
」（
以
下
、
引
用
の
際
は
「
外
史
」

と
記
す
）
／N

.1.4.0.1

─1

所
収
）。

（
2
）　
「
三
原
書
記
生
勉
学
振
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
三
三
年
十
一
月
二
十
日
（「
文
書

事
務
関
係
専
任
職
員
養
成
雑
件
」
／
外
史
／M

.2.4.2.6
所
収
）。

（
3
）　

外
務
省
の
「
正
史
」
に
あ
た
る
外
務
省
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
外
務
省
の

百
年
』
下
巻
（
一
九
六
九
年
、
原
書
房
）
を
は
じ
め
、
近
年
で
は
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
学
的
な
視
点
も
踏
ま
え
た
黒
沢
文
貴
「
日
本
外
務
省
の
文
書
行
政
│
占
領
期

ま
で
の
管
理
・
分
類
・
編
纂
・
保
存
│
」（
小
名
康
之
編
『
近
世
・
近
代
に
お

け
る
文
書
行
政
│
そ
の
比
較
史
的
研
究
│
』
二
〇
一
二
年
、
有
志
舎
）、
熊
本

史
雄
『
大
戦
間
期
の
対
中
国
文
化
外
交
│
外
務
省
記
録
に
み
る
政
策
決
定
過

程
』（
二
〇
一
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）、
千
葉
功
「
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
公
文

書
管
理
制
度
の
展
開
と
そ
の
問
題
性
│
「
外
務
省
記
録
」
を
中
心
に
」（
安
藤

正
人
ほ
か
編
『
歴
史
学
が
問
う　

公
文
書
の
管
理
と
情
報
公
開
│
特
定
秘
密
保

護
法
下
の
課
題
』
二
〇
一
五
年
、
大
月
書
店
）、
坂
口
貴
弘
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

と
文
書
管
理
│
米
国
型
記
録
管
理
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と
日
本
』（
二
〇
一
六
年
、

勉
誠
出
版
）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

（
4
）　

前
掲
註（
1
）「
記
録
官
設
置
ニ
関
ス
ル
件
」。

（
5
）　

石
川
清
（
理
事
官
）「
外
国
官
庁
等
ニ
於
ケ
ル
記
録
事
務
研
究
要
領
」
大
正

十
三
年
八
月
二
十
二
日
（
前
掲
註（
1
）外
史
／N

.1.4.0.1

─1

所
収
）。

（
6
）　
「
英
国
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
事
務
取
調
ニ
関
ス
ル
件
」
昭
和
四
年
十
一
月

六
日
（「
諸
外
国
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
関
係
雑
件
」
／
外
史
／N

.1.4.0.3

所
収
）。

こ
の
報
告
は
将
来
の
「
記
録
官
」
等
の
設
置
を
決
定
し
た
翌
日
に
あ
た
る
同
年

四
月
十
六
日
の
調
査
依
頼
へ
の
回
答
で
、
そ
の
概
要
版
で
あ
る
「
英
国
外
務
省

ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
事
務
概
要
」（「
外
務
省
文
書
会
議
及
同
資
料
関
係
雑
件
」

／
同
／H

.7.2.0.2

所
収
）
が
省
内
の
会
合
で
も
配
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

（
7
）　

前
掲
註（
1
）「
記
録
官
設
置
ニ
関
ス
ル
件
」。
実
際
に
は
「
東
京
帝
国
大
学
ニ

依
頼
シ
法
科
又
ハ
文
科
卒
業
生
」
よ
り
選
考
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（「
記
録
専
任
職
員
採
用
方
ノ
件
」
昭
和
五
年
五
月
二
十
二
日
「
外
務
省
官
制
及

内
規
関
係
雑
件
（
制
度
改
正
ニ
関
ス
ル
参
考
書
報
）」
第
二
巻
／
外
史
／

M
.1.2.0.2

所
収
）。

（
8
）　

同
右
。「
録
事
」
も
「
外
国
語
学
校
及
私
立
大
学
専
門
部
等
」
の
卒
業
生
を

念
頭
に
お
い
た
選
考
が
行
わ
れ
た
。

（
9
）　
「
記
録
官
」「
録
事
」
に
共
通
す
る
「
人
選
上
ノ
条
件
」
は
、
原
則
と
し
て
転

官
の
な
い
ポ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
記
録
事
務
ニ
終
始
ス
ル
ノ
覚
悟
ア
ル
コ

ト
」、「
堅
実
ニ
シ
テ
規
帳
面
ナ
ル
性
格
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
」、「
注
意
力
ノ
周
密
ナ

ル
コ
ト
」
の
三
点
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
知
識
や
技
能
を
備
え
る
べ
き
か
に
つ

い
て
具
体
的
な
専
門
職
像
を
描
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
前
掲
註（
1
）

「
記
録
官
設
置
ニ
関
ス
ル
件
」）。

（
10
）　

留
学
前
の
東
亜
局
第
二
課
へ
の
転
属
の
経
緯
は
判
然
と
は
し
な
い
が
、
記
録

事
務
に
関
す
る
研
究
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
予
算
措
置
上
の
理
由
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
原
の
経
歴
を
詳
細
に
追
う
こ
と
が
で
き
る
記
録
に
つ

い
て
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
不
明
の
点
が
多
い
。「
外
務
省
記
録
」（M

.2.1.0.2
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「
三
原
英
次
郎
」）
と
し
て
彼
の
外
務
官
僚
と
し
て
の
人
事
記
録
が
存
在
し
た
可

能
性
を
示
す
情
報
も
確
認
で
き
る
が
（
前
掲
註（
2
））、
現
在
の
外
交
史
料
館

所
蔵
記
録
で
は
目
録
上
も
欠
号
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
国
立
公
文
書
館

所
蔵
の
「
恩
給
裁
定
原
書
」
に
つ
い
て
も
、
恩
給
の
受
給
資
格
の
発
生
前
に
三

原
が
死
亡
し
て
い
る
た
め
、
手
が
か
り
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
大
学
時
代
の
学

籍
記
録
に
つ
い
て
も
東
京
大
学
法
学
部
事
務
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
死
後
三
十
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
か
つ

家
族
な
い
し
近
親
者
の
了
承
が
あ
る
こ
と
の
証
明
を
要
求
す
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
な
お
、
三
原
は
帰
国
後
の
三
四
年
十
月
に
京
都
帝
国
大
学
で
「
吉
田
清

成
文
書
」
の
調
査
も
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
な
ど
は
明
ら
か
に
で
き
な
か

っ
た
。
広
く
江
湖
の
示
唆
と
助
言
を
乞
う
ば
か
り
で
あ
る
。

（
11
）　

三
原
英
次
郎
（
外
務
属
）「
在
満
各
領
事
館
ニ
於
ケ
ル
記
録
事
務
指
導
ニ
関

ス
ル
報
告
」
昭
和
六
年
八
月
二
十
七
日
（「
在
外
公
館
記
録
関
係
雑
件
」
／
外

史
／N

.1.4.0.2

所
収
）。

（
12
）　
「
文
書
整
理
事
務
研
究
ノ
為
三
原
属
欧
米
ヘ
留
学
並
ニ
巡
回
出
張
ノ
件
」
一

九
三
一
年
九
月
四
日
（
前
掲
註（
2
））。

（
13
）　
「
本
省
記
録
関
係
雑
件
」
第
三
巻
（
外
史
／N

.1.4.0.1
）
に
も
同
タ
イ
ト
ル

の
記
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
作
成
時
期
は
「
八
月
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

ち
ら
の
記
録
で
は
今
回
翻
刻
の
底
本
と
し
た
も
の
の
誤
字
の
訂
正
や
加
筆
が
反

映
さ
れ
て
い
る
が
、
附
属
の
資
料
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
違
い
も
あ
る
。

省
内
で
回
覧
が
さ
れ
た
ほ
う
が
先
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
作
成
時
期
を
「
九
月
」
と
し
た
。

（
14
）　
「
外
務
省
制
度
能
率
委
員
会
内
規
」（「
外
務
省
官
制
及
内
規
関
係
雑
件
（
制

度
改
正
ニ
関
ス
ル
参
考
書
報
）」
第
五
巻
／
外
史
／M

.1.2.0.2

所
収
）。
副
委

員
長
は
栗
山
茂
条
約
局
長
（
三
原
の
留
学
当
初
、
在
フ
ラ
ン
ス
臨
時
代
理
大
使

も
務
め
て
い
た
）、
委
員
は
官
房
各
課
長
と
各
局
部
の
課
長
級
が
指
名
さ
れ
て

い
た
。

（
15
）　

淵
時
智
が
昭
和
七
年
に
上
梓
し
た
『
文
書
整
理
法
の
理
論
と
実
際
』（
一
九

三
二
年
、
同
文
館
）
で
は
「
デ
シ
マ
ル
式
」
記
録
分
類
法
の
先
進
性
に
つ
い
て

淵
の
持
論
が
展
開
さ
れ
つ
つ
も
、
イ
ギ
リ
ス
を
モ
デ
ル
と
し
な
が
ら
大
ま
か
な

サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
分
類
も
行
っ
て
い
る
国
際
連
盟
事
務
局
の
「
周
到
綿
密
な
る
規

定
」
に
基
づ
く
記
録
整
理
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
（
二
〇
一
〜
二
一
八

頁
）。
他
方
で
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
つ
い
て
日
本
が
得
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
も

の
の
「
索
引
調
製
の
努
力
」
に
は
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た

（
同
書
二
四
四
頁
）。

（
16
）　

坂
野
正
高
『
現
代
外
交
の
分
析
』（
一
九
七
一
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
四

一
頁
お
よ
び
五
二
頁
（
な
おL

ord Strang, The Foreign O
ffice , L

ondon, 

1955.

の
邦
訳
で
あ
る
鹿
島
守
之
助
訳
『
英
国
の
外
務
省
』（
一
九
五
九
年
、
鹿

島
研
究
所
）
一
六
三
頁
に
お
い
て
は
「
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
」
は
「
文
書
班
長
」

で
あ
り
、「
レ
ジ
ス
ト
リ
ー
」
は
「
文
書
記
録
班
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
）。

（
17
）　
「
外
務
省
文
書
編
纂
規
程
」
昭
和
六
年
五
月
十
八
日
制
定
（「
本
省
記
録
関
係

雑
件　

記
録
整
理
法
関
係
」
第
二
巻
／
外
史
／N

.1.4.0.1

─1

所
収
）。

（
18
）　
「
制
度
能
率
委
員
会
未
審
議
々
題
」
一
九
三
四
年
十
一
月
か
（
前
掲
註（
14
）

所
収
）。

（
19
）　
「
記
録
事
務
整
備
ニ
関
ス
ル
経
費
関
係
」（
前
掲
註（
13
）所
収
）。
昭
和
十
一

年
度
の
予
算
要
求
と
し
て
大
蔵
省
に
提
出
し
た
も
の
と
あ
り
、
三
原
の
帰
任
時

の
文
書
課
内
の
事
務
体
制
が
う
か
が
え
る
。
要
求
内
容
と
し
て
は
「
専
門
官
」

と
し
て
理
事
官
（
奏
任
）
二
名
と
属
五
名
の
増
員
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
20
）　

前
掲
註（
2
）所
収
。
こ
の
記
録
は
在
フ
ラ
ン
ス
臨
時
代
理
大
使
澤
田
廉
三
か

ら
広
田
弘
毅
外
相
宛
の
公
信
で
あ
る
。

（
21
）　
「
昭
和
十
二
年
度
予
算
新
規
要
求
事
項　

文
書
課
」（「
外
務
省
官
制
及
内
規

関
係
雑
件
」
第
九
巻
／
外
史
／M

.1.2.0.2

所
収
）。

（
22
）　

前
掲
註（
3
）『
外
務
省
の
百
年
』
下
巻
、
一
二
九
三
頁
お
よ
び
一
二
九
九
頁
。

（
23
）　

三
原
は
「
皇
道
外
交
」
の
一
翼
を
担
う
少
壮
外
務
官
僚
グ
ル
ー
プ
の
一
員
に
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加
わ
り
、
宇
垣
一
成
外
相
を
大
磯
に
あ
っ
た
私
邸
に
訪
ね
て
外
交
の
革
新
や
省

内
人
事
の
刷
新
に
つ
い
て
所
信
を
披
瀝
す
る
と
い
っ
た
行
動
も
と
っ
て
い
た

（「
会
談
覚
」
昭
和
十
三
年
七
月
三
十
日
／
角
田
順
校
訂
『
宇
垣
一
成
日
記
』
2

（
一
九
七
〇
年
、
み
す
ず
書
房
）
一
二
五
三
〜
一
二
五
六
頁
）。
時
期
と
し
て
は

東
亜
局
第
二
課
へ
の
異
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ
た
る
が
、
当
初
「
記
録
官
」
に

期
待
さ
れ
て
い
た
「
記
録
事
務
ニ
終
始
ス
ル
ノ
覚
悟
」
を
も
っ
た
ス
ト
イ
ッ
ク

な
専
門
職
と
し
て
の
姿
と
は
異
な
る
、
三
原
の
も
う
一
つ
の
側
面
が
う
か
が
え

よ
う
（
な
お
戸
部
良
一
『
外
務
省
革
新
派
』（
二
〇
一
〇
年
、
中
公
新
書
）
も

参
照
）。

史
料
翻
刻

〔
表
紙
部
分
〕

　
「
昭
和
九
年
九
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
2

　
　
※
1

　
　
　
　

欧
米
主
要
諸
国
外
務
省
文
書
整
理
方
法
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
書
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
原
書
記
生
調　

㊞
〔
三
原
〕」

〔
※
1　

罫
紙
上
部
〕

　

次
官　

 

花
押 

〔
重
光
〕　　
　
　

文
書
課
長　

㊞
〔
寺
嶋
〕

　
　

相
当
審
議
之
要
ア
リ

　
　
　
（
制
度
能
率
委
員
会
）

　
　

人
事
課
長　

㊞
〔
日
高
〕

　
　

会
計
課
長　

㊞
〔
岡
本
〕　

㊞
〔
武
内
〕

　
　

電
信
課
長　

㊞
〔
米
澤
〕

〔
※
2　

罫
紙
右
下
〕

　

㊞
〔
会
計　

9.10.11

受
付
〕

〔
本
文
〕

一
、
緒　

言

二
、
英
国
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
法

三
、
亜
米
利
加
国
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
法

四
、
国
際
連
盟
事
務
局
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
法

五
、
仏
蘭
西
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
法

六
、
結　

語

　
　
　

一
、
緒　

言

欧
米
主
要
諸
外
国
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
ニ
関
シ
テ
ハ
大
体
ニ
於
テ
二
ツ

ノ
方
法
テ
区
別
シ
得
、
第
一
ハ
所
管
文
書
全
部
ヲ
一
ケ
所
ニ
集
中
シ
テ
整
理
ヲ

施
サ
ン
ト
ス
ル
方
法
ニ
シ
テ
第
二
ハ
各
主
管
局
課
ニ
於
テ
其
ノ
所
管
文
書
ヲ
整

理
セ
ン
ト
ス
ル
方
法
ナ
リ
、
第
一
ノ
「
シ
ス
テ
ム
」
ヲ
採
用
セ
ル
ハ
英
国
外
務

省
、
米
国
国
務
省
及
連
盟
事
務
局
ニ
シ
テ
第
二
ノ
「
シ
ス
テ
ム
」
ヲ
実
施
セ
ル
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ハ
主
ト
シ
テ
欧
洲
大
陸
諸
国
ノ
外
務
省
ニ
シ
テ
其
ノ
尤
モ
代
表
的
ナ
ル
ハ
仏
蘭

西
、
独
逸
、
伊
太
利
ノ
外
務
省
ナ
リ
ト
ス
、
次
ニ
文
書
分
類
方
法
ノ
上
ニ
於
テ

モ
大
体
二
ツ
ノ
主
義
ヲ
認
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
、
第
一
ハ
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分
類

法
ニ
シ
テ
第
二
ハ
一
件
一
括
主
義
分
類
法
ナ
リ
、
米
国
国
務
省
ニ
於
テ
ハ
純
然

タ
ル
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分
類
法
ヲ
採
用
ス
、
即
チ
予
メ
詳
細
ナ
ル
「
サ
ブ
ジ

エ
ク
ト
」
分
類
表
ヲ
設
置
シ
文
書
各
通
ニ
対
シ
テ
其
ノ
分
類
部
所
ヲ
決
定
シ
行

ク
方
法
ナ
リ
、
其
ノ
他
ノ
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
分
類
方
法
ハ
具
体
的
ナ
ル
一
事
件

或
ハ
一
事
項
ヲ
一
括
ス
ル
方
法
ニ
シ
テ
就
中
英
国
外
務
省
ニ
於
テ
ハ
所
管
文
書

ヲ
主
管
別
ニ
大
別
ス
ル
以
外
ハ
之
ヲ
細
分
セ
ス
専
ラ
一
件
一
括
一
事
項
一
括
主

義
ニ
徹
底
ス
、
仏
独
外
務
省
、
連
盟
事
務
局
等
ニ
於
テ
ハ
予
メ
或
ル
程
度
ニ
細

分
セ
ル
分
類
表
ヲ
設
ケ
テ
先
ツ
之
ニ
基
キ
文
書
ノ
分
類
部
所
ヲ
決
定
シ
其
ノ
分

類
部
所
中
ニ
於
テ
一
事
件
一
事
項
ヲ
一
括
ス
ル
方
法
ヲ
採
用
ス
、
以
下
先
ツ
集

中
主
義
整
理
法
ヲ
採
用
セ
ル
英
米
外
務
省
並
ニ
連
盟
事
務
局
ニ
於
ケ
ル
文
書
整

理
ノ
概
要
ヲ
説
明
シ
次
ニ
各
局
課
別
整
理
法
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ノ
中
尤
モ
代
表
的
ナ

ル
仏
国
外
務
省
ノ
文
書
整
理
法
ニ
及
ハ
ン
ト
ス
、

　
　
　

二
、
英
国
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
法

英
国
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
ハ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」（R

egistry

）
ニ
於
テ

行
ハ
ル
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ハ
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
共

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
ニ
於
テ
ハ
只
旧
記
録
ノ
保
留
ニ
任
ス
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
分
類

整
理
ノ
実
務
ハ
専
ラ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ
於
テ
行
フ
モ
ノ
ト
ス

英
国
外
務
省
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ハ
比
較
的
最
近
ノ
創
設
ニ
カ
カ
ル
、
以
前
ハ

文
書
ノ
整
理
ハ
各
局
課
毎
ニ
行
ハ
レ
居
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
今
日
ノ
如
ク
一
局

ヲ
設
ケ
テ
外
務
省
文
書
全
部
ヲ
集
中
整
理
ス
ル
ノ
組
織
ナ
ク
又
其
ノ
事
務
モ
外

交
官
（D

iplom
atic staff

）
ノ
手
ニ
依
リ
テ
行
ハ
レ
今
日
ノ
如
ク
之
ヲ
専
門
ト

ス
ル
書
記
（C

lerrical office

）
ヲ
使
用
セ
サ
リ
キ
、
抑
モ
此
ノ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ

ー
」
ノ
制
度
ハ
外
務
省
事
務
ノ
増
加
ニ
伴
ヒ
事
務
合
理
化
ノ
必
要
上
案
出
セ
ラ

レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
重
要
ニ
シ
テ
而
モ
煩
雑
ナ
ル
文
書
整
理
事
務
ハ
別
ニ
一
局

ヲ
創
設
シ
テ
専
心
之
ニ
当
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
事
務
能
率
ヲ
増
進
ス
ル
所
以
ナ
リ
ト

ス
ル
主
旨
ニ
依
ル
モ
ノ
ナ
リ
、「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ
ハ
局
長
（R

egistrar

）

以
下
男
女
左
記
ノ
職
員
ヲ
置
ク

　
　
　
　
　
　

M
en

　
　
　

A
ssistant R

egistrar　
　
　
　

 
1

　
　
　

Staff O
fficer　

　
　
　
　
　
　

 
5

　
　
　

A
ssistant Staff O

fficer　
　

 
5

　
　
　

Section C
lerk　

　
　
　
　
　
　

 24

　
　
　

Section A
ssistant　

　
　
　
　

 
25

　
　
　
　
　
　

W
om

en

　
　
　

C
hief W

om
an O

fficer　
　
　
　

 
1

　
　
　

Staff O
fficer　

　
　
　
　
　
　

 
3

　
　
　

A
ssistant Staff O

fficer　
　

 
3

　
　
　

Section C
lerk　

　
　
　
　
　
　

 18

　
　
　

Section A
ssistant　

　
　
　
　

 
21

　
　
　

W
riting A

ssistant　
　
　
　
　

 
2
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Superintendent of Typists　

 
3

　
　
　

Typists　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 40
以
上
ノ
職
員
ハC

ivil Service C
om

m
ission

ノ
施
行
ス
ルE

xam
ination for 

the C
lerical G

rade of the C
ivil Service

ニ
依
リ
選
抜
セ
ラ
レ
採
用
ニ
際
シ
テ

ハ
何
等
特
別
ノ
資
格
或
ハ
専
門
的
知
識
ヲ
要
求
サ
ル
ル
コ
ト
ナ
ク
只Section 

A
ssistant

ヨ
リSection C

lerk

ニ
昇
任
ス
ル
際
ニ
或
ル
程
度
ノ
仏
語
学
力
ヲ
有

ス
ル
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ノ
ミ
ナ
リ
、
職
員
ハ
只
永
年
ノ
勤
務
ニ
依
リ
獲
タ
ル
経
験

ト
熟
練
ト
ヲ
以
テ
正
確
敏
速
ニ
事
務
ヲ
処
理
ス
、

「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
ノ
特
色
ハ
飽
迄
モ
統
一
集
中
主
義
ニ
一
貫
ス
ル

ニ
ア
リ
文
書
ノ
整
理
ハ
移
動
頻
繁
ナ
ル
局
課
事
務
官
ノ
個
別
的
注
文
ニ
基
キ
行

ハ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
一
定
恒
久
ノ
方
法
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
不
可
能
ナ
リ
ト
シ
厳
ニ

「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
独
立
ノ
権
限
ヲ
以
テ
之
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス
、「
レ
ヂ
ス
ト
リ

ー
」
ニ
於
テ
ハ
右
集
中
主
義
ヲ
全
カ
ラ
シ
メ
ン
カ
為
凡
ソ
左
ノ
如
キ
手
続
ヲ
励

行
シ
居
レ
リ
、

（
一
）
文
書
ハ
分
類
整
理
ニ
必
要
ナ
ル
総
テ
ノ
処
置
ヲ
施
シ
タ
ル
後
同
一
事

件
同
一
事
項
ニ
関
ス
ル
文
書
ノ
一
括
セ
ラ
レ
タ
ル
「
フ
ア
イ
ル
」
其
ノ
儘

主
管
局
課
ニ
配
布
シ
発
信
文
書
ニ
付
テ
ハ
分
類
後
発
送
手
続
ヲ
ト
ル
モ
ノ

ト
ス
、

（
二
）
電
信
ト
公
信
ト
ノ
分
類
ヲ
防
ク
目
的
ヲ
以
テ
電
信
課
ニ
於
テ
解
読
セ

ラ
レ
タ
ル
電
信
ハ
主
管
局
課
ニ
配
布
セ
ラ
ル
ル
以
前
ニ
先
ツ
「
レ
ヂ
ス
ト

リ
ー
」
ニ
於
テ
公
信
ト
同
様
ニ
分
類
ノ
処
置
ヲ
受
ク
、
発
電
ニ
付
テ
モ
同

様
ナ
リ
、
右
ノ
如
ク
公
信
電
信
カ
主
管
局
課
ニ
配
布
サ
ル
ル
前
ニ
「
レ
ヂ

ス
ト
リ
ー
」
ニ
於
テ
分
類
手
続
行
ハ
ル
ル
モ
之
カ
為
ニ
費
ス
時
間
ハ
極
メ

テ
小
時
間
ニ
シ
テ
主
管
局
課
ノ
執
務
ニ
妨
ケ
ト
ナ
ル
コ
ト
ナ
ク
殊
ニ
急
ヲ

要
ス
ル
文
書
、
並
ニ
電
信
ニ
対
ス
ル
取
扱
ノ
如
キ
熟
練
ニ
依
リ
極
メ
テ
敏

速
ニ
行
ハ
ル
、

（
三
）
主
管
局
課
ハ
処
理
済
ノ
文
書
ハ
直
チ
ニ
之
ヲ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ

返
還
ス
ル
ヲ
原
則
ト
ス
、
但
シ
日
常
執
務
ニ
必
要
欠
ク
可
カ
ラ
サ
ル
文
書

ハ
之
ヲ
留
置
ス
ル
コ
ト
自
由
ニ
シ
テ
集
中
主
義
整
理
法
ヲ
行
フ
ト
ハ
云
ヘ

文
書
ノ
主
管
留
置
ヲ
禁
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
又
留
置
ニ
対
シ
テ
時
間
的
制
限
ヲ

モ
設
ケ
ス
、
只
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ
ハ
後
述
ノ
如
ク
文
書
ノ
移
動
所
在

ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
タ
メ
ノ
「
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
」
設
備
ア
ル
ヲ
以
テ
文
書
カ
主

管
ニ
留
置
サ
ル
ル
コ
ト
ハ
何
等
差
支
ヘ
ヲ
生
セ
サ
ル
ナ
リ
、
又
主
管
局
課

モ
出
来
得
ル
限
リ
文
書
ヲ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ
返
還
シ
主
管
「
レ
ヂ
ス

ト
リ
ー
」
ノ
両
者
ヨ
ク
協
力
シ
テ
集
中
主
義
ノ
実
ヲ
挙
ケ
居
レ
リ
、

「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
ノ
第
二
ノ
特
色
ハ
予
メ
一
定
ノ
分
類
表
ヲ
設
定

シ
之
ニ
依
リ
文
書
ヲ
抽
象
的
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
ノ
下
ニ
分
類
ス
ル
方
法
ヲ
採

用
セ
ス
文
書
ハ
主
管
別
ニ
大
別
ス
ル
以
外
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分
類
ヲ
為
サ
ズ

直
チ
ニ
各
事
件
毎
ニ
或
ハ
各
事
項
毎
ニ
一
括
ス
ル
一
件
一
括
一
事
項
一
括
主
義

ニ
終
始
ス
ル
点
ニ
ア
リ
、「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分
類
法
ハ
文
書
分
類
ニ
先
タ
チ

予
メ
分
類
ノ
基
準
タ
ル
一
定
ノ
概
念
ヲ
画
定
シ
置
キ
文
書
各
通
ニ
対
シ
否
応
ナ

ク
其
ノ
分
類
部
所
ヲ
決
定
シ
行
ク
方
法
ナ
ル
ヲ
以
テ
広
汎
多
岐
ナ
ル
問
題
ヲ
取

扱
フ
外
務
省
ノ
文
書
ヲ
分
類
ス
ル
為
ニ
ハ
融
通
性
ヲ
欠
ク
憾
ミ
ア
リ
往
々
分
類

ニ
無
理
ヲ
生
シ
為
ニ
後
日
文
書
ノ
所
在
ヲ
不
明
ニ
ス
ル
虞
ア
リ
ト
ナ
シ
「
サ
ブ
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ジ
エ
ク
ト
」
分
類
法
ヲ
排
斥
シ
同
一
事
件
ヲ
取
扱
ノ
文
書
ヲ
一
括
シ
テ
「
フ
ア

イ
ル
」
シ
順
次
之
ニ
追
番
号
ヲ
与
ヘ
行
ク
方
法
ヲ
採
ル
、

「
レ
ヂ
ズ
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
ノ
第
三
ノ
特
色
ハ
文
書
各
通
ニ
対
シ
「
ジ
ヤ
ケ

ツ
ト
」（Jacket
）
ヲ
使
用
ス
ル
点
ニ
ア
リ
、

一
ツ
ノ
「
フ
ア
イ
ル
」
ハ
之
等
「
ジ
ヤ
ケ
ツ
ト
」
ニ
掩
ハ
レ
タ
ル
文
書
各
通
ノ

蒐
集
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
各
通
ノ
文
書
ハ
必
要
ニ
応
シ
自
由
ニ
「
フ
ア
イ

ル
」
ヨ
リ
引
出
シ
得
ル
仕
組
ナ
リ
、
且
ツ
四
頁
ヨ
リ
成
ル
「
ジ
ヤ
ケ
ツ
ト
」
ノ

第
一
頁
ニ
ハ
文
書
ノ
内
容
、
関
係
文
書
、
事
件
ノ
処
置
等
ヲ
記
入
ス
ル
ヲ
以
テ

文
書
ノ
性
質
ヲ
一
目
瞭
然
タ
ラ
シ
ム
、
右
「
ジ
ヤ
ケ
ツ
ト
」
ノ
使
用
ハ
文
書
各

通
ニ
対
ス
ル
要
領
紙
ノ
使
用
ニ
依
リ
其
ノ
効
用
ヲ
発
揮
ス
、
此
ノ
要
領
紙
ハ

「
ジ
ヤ
ケ
ツ
ト
」
ト
同
シ
ク
文
書
ノ
内
容
、
関
係
文
書
、
事
件
ノ
処
置
ヲ
明
カ

ニ
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
更
ニ
文
書
カ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ヲ
離
レ
タ
ル
場
合
ニ
於

ケ
ル
所
在
ヲ
一
見
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
タ
メ
ニ
文
書
ノ
移
動
記
入
欄
ヲ
有
シ
「
ジ

ヤ
ケ
ツ
ト
」
ニ
掩
ハ
レ
タ
ル
文
書
各
通
ニ
代
ツ
テ
常
ニ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ

保
存
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
如
何
ナ
ル
場
合
ニ
モ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
外
ニ
出

ツ
ル
コ
ト
ナ
ク
原
文
書
カ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ
返
還
サ
レ
タ
ル
時
ハ
原
文
書

ト
共
ニ
「
ジ
ヤ
ケ
ツ
ト
」
中
ニ
入
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
、
要
ス
ル
ニ
要
領
紙
ハ
図

書
館
ニ
於
テ
原
本
ノ
代
リ
ニ
用
ヰ
ラ
ル
ル
「
ガ
イ
ド
」
カ
原
本
ノ
所
在
ヲ
明
ニ

シ
其
ノ
安
全
ナ
ル
返
還
ヲ
確
保
ス
ル
ト
同
様
ナ
ル
役
目
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
文

書
各
通
ニ
対
シ
斯
ノ
如
キ
処
置
ヲ
施
ス
コ
ト
ハ
甚
タ
煩
雑
ナ
ル
カ
如
キ
モ
文
書

ノ
所
在
ヲ
明
瞭
ニ
ス
ル
為
ニ
ハ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
手
続
ナ
リ
ト
セ
ラ
ル
、

「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
ノ
特
色
ト
シ
テ
更
ニ
数
ヘ
得
ヘ
キ
ハ
其
ノ
「
イ

ン
デ
ツ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
」
ナ
リ
、「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ
左
記
四
種
ノ
「
イ
ン

デ
ツ
ク
ス
」
ヲ
置
ク
、

　
　
　

N
am

e Index

　
　
　

C
hronological File

　
　
　

D
ay Book

　
　
　

M
ain Index

之
等
ノ
「
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
」
ハ
文
書
ニ
関
ス
ル
記
録
ヲ
正
確
ニ
シ
以
テ
後
日
其

ノ
索
出
ニ
便
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
前
述
ノ
要
領
紙

ノ
使
用
ト
相
俟
ツ
テ
重
複
ヲ
顧
ミ
ス
幾
重
ニ
モ
手
段
ヲ
メ
ク
ラ
セ
ル
処
実
ニ
英

国
外
務
省
文
書
整
理
方
法
ノ
特
徴
ナ
リ
ト
ス
、

N
am

e Index

ハ
カ
ー
ド
式
ヲ
採
用
シ
名
前
ヲ
手
懸
リ
ト
シ
テ
文
書
ヲ
索
引
セ

ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
文
書
ノ
日
附
、
分
類
番
号
、
事
件
ノ
概
要
ヲ
記
入
ス
、

C
hronological File

ハ
日
附
順
索
引
ニ
シ
テ
日
附
ヲ
手
懸
リ
ト
シ
テ
来
信
往
信

ヲ
索
出
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テInward

及O
utward

ノ
二
部
ヨ
リ
成
ル
、

Inward

ハ
接
受
文
書
ノ
表
題
紙
（docket

）
ヲ
主
管
別
ニ
従
ヒ
総
番
号
順
ニ
並

ヘ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テO

utward

ハ
ス
ヘ
テ
ノ
発
信
写
ヲ
之
亦
主
管
別
ニ
従
ヒ

総
番
号
順
ニ
揃
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、

D
ay Book

ハInward C
hronological File

ヲ
関
係
国
別
及
事
件
別
ニ
小
別
シ

タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、

M
ain Index

ハ
極
メ
テ
不
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
一
切
ノ
文
書
ニ
対
ス
ル
カ
ー

ド
式
索
引
ニ
シ
テ
其
ノ
要
領
恰
モ
図
書
館
ニ
於
ケ
ル
索
引
カ
ー
ド
ノ
如
シ
、

本
索
引
ハ
関
係
文
書
ノ
索
引
、
先
例
文
書
、
索
引
等
ア
ラ
ユ
ル
場
合
ニ
於
テ
殆
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ト
唯
一
ノ
索
出
手
懸
リ
ト
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ
於
ケ

ル
文
書
整
理
手
続
中
最
モ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ノ
一
ニ
シ
テ
従
ツ
テ
之
ヲ
管
掌
ス
ル

M
ain Index Branch

ハ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ノ
一
課
ヲ
ナ
シ
ソ
ノ
作
成
ハ
慣

例
ニ
通
シ
経
験
ヲ
重
ネ
タ
ル
職
員
ノ
専
門
的
処
理
ノ
下
ニ
行
ハ
ル
、
索
引
ハ
直

接
文
書
ヨ
リ
或
ハ
主
管
ニ
テ
記
入
セ
ラ
レ
タ
ル
文
書
要
領
ヨ
リ
一
定
ノ
「
カ
ー

ド
」
ニ
記
入
セ
ラ
レ
該
「
カ
ー
ド
」
ハ
単
ニ
主
管
別
ニ
分
タ
レ
事
件
或
ハ
人
名

ニ
ヨ
リ
小
分
ス
ル
コ
ト
ヲ
ナ
サ
ス
、
其
ノ
記
入
ノ
要
領
ニ
ツ
キ
テ
ハ
何
等
固
定

セ
ル
準
則
ナ
ク
前
述
ノ
如
ク
専
ラ
慣
例
ト
経
験
ト
ニ
基
ク
趣
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ

叙
述
ス
ル
コ
ト
聊
カ
困
難
ナ
レ
共
大
体
ノ
準
拠
ト
シ
テ
課
員
ニ
示
サ
ル
ル
処
概

ネ
左
ノ
如
シ
、

先
ツ
「
カ
ー
ド
」
ノ
上
端
ニ
事
件
ノ
見
出
シ
（
件
名
或
ハ
人
名
）
ヲ
記
入
シ

次
ニ
文
書
ノ
内
容
要
点
ヲ
摘
記
シ
必
要
ニ
応
シ
テ
其
ノ
内
容
ヲ
適
当
ニ
引
用

ス
、

「
カ
ー
ド
」
ハ
厳
格
ニ
「
ア
ル
フ
ア
ベ
ツ
ト
」
順
ニ
排
列
セ
ラ
レ
一
枚
ノ

「
カ
ー
ド
」
ニ
ハ
只
一
事
件
或
ハ
一
人
名
ノ
ミ
ヲ
記
入
ス
ル
コ
ト
ト
シ
若
シ

一
事
件
カ
更
ニ
数
個
ノ
小
題
目
ニ
分
タ
ル
場
合
ニ
ハ
各
題
目
毎
ニ
別
々
ノ

「
カ
ー
ド
」
ヲ
作
ル
必
要
ア
リ

索
引
作
成
方
法
ハ
前
後
一
貫
整
然
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
、
同
一
或
ハ
同
様
ノ
事

件
ニ
対
シ
テ
同
一
或
ハ
同
様
ノ
見
出
シ
ヲ
附
ス
ル
コ
ト
ニ
ヨ
リ
索
引
ハ
初
メ

テ
其
ノ
効
用
ヲ
発
揮
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
索
引
編
製
ノ
任
ニ
ア
タ
ル
モ
ノ
ハ
外

務
省
慣
用
ノ
見
出
シ
ニ
習
熟
ス
ル
コ
ト
最
モ
緊
要
ナ
リ
、

「
ク
ロ
ス
レ
フ
ア
レ
ン
ス
」
ヲ
適
当
ニ
使
用
ス
ル
コ
ト
即
一
文
書
ニ
付
キ

種
々
異
ナ
ル
見
出
シ
ノ
下
ニ
索
引
「
カ
ー
ド
」
ヲ
作
ル
コ
ト
必
要
ナ
リ

「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ハ
左
ノ
四
部
ヨ
リ
成
ル

　
　
　

収　

受　

係
（O

pening Branch

）

　
　
　

分
類
収
蔵
係
（A

rchives Branch

）

　
　
　

発　

送　

係
（D

espatch Branch

）

　
　
　

基
本
索
引
係
（M

ain Index Branch

）

接
受
文
書
ハ
先
ツ
収
受
係
ニ
於
テ
主
管
別
ニ
従
ヒ
大
別
セ
ラ
レ
主
管
名
ノ
表
示

ア
ル
「
ジ
ヤ
ケ
ツ
ト
」
ヲ
以
テ
掩
ハ
レ
分
類
収
蔵
係
ニ
送
附
セ
ラ
ル
、
分
類
収

蔵
係
ニ
ハ
主
管
ニ
相
当
ス
ル
十
三
ノ
「
デ
イ
ヴ
イ
シ
ヨ
ン
」
ア
リ
各
「
デ
イ
ヴ

イ
シ
ヨ
ン
」（division

）
ニ
於
テ
或
ル
主
管
ノ
文
書
ヲ
専
門
ニ
取
扱
フ
考
ナ
リ
、

文
書
ハ
各
「
デ
イ
ヴ
イ
シ
ヨ
ン
」
ニ
達
ス
ル
ヤ
内
容
ニ
従
ヒ
関
係
国
別
ニ
分
タ

レ
更
ニ
事
件
別
又
ハ
事
項
別
ニ
分
類
セ
ラ
レ
受
信
簿
ニ
記
入
セ
ラ
ル
、
以
上
ノ

処
置
ヲ
受
ケ
タ
ル
文
書
ハ
要
領
紙
ヲ
附
セ
ラ
レ
更
ニ
発
信
者
、
日
附
並
ニ
件
名

ノ
記
入
セ
ラ
レ
タ
ル
ド
ケ
ツ
ト
（docket

）
ヲ
伴
フ
ニ
至
ル
茲
ニ
於
テ
文
書
ニ

ハ
愈
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
」
与
ヘ
ラ
ル
、「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
」

ハ
主
管
別
総
番
号
及
「
フ
ア
イ
ル
」
番
号
ヨ
リ
成
ル
例
之F

2531, 1625

ハ
極

東
部
主
管
第
二
五
三
一
号
文
書
ニ
シ
テ
フ
ア
イ
ル
番
号
ハ
一
六
二
五
号
ナ
リ
、

以
上
分
類
及
「
フ
ア
イ
リ
ン
グ
」
ノ
処
置
ヲ
終
了
シ
タ
ル
時
ハ
之
ヲ
「
タ
イ
ピ

ス
ト
」
ニ
廻
附
ス
、「
タ
イ
ピ
ス
ト
」
前
述
「
ド
ケ
ツ
ト
」
ノ
写
シ
四
部
ヲ
作

成
シ
右
ノ
中
一
ツ
ハ
「
ジ
ヤ
ケ
ツ
ト
」
ニ
一
ツ
ハ
「
要
領
紙
」
ニ
貼
附
セ
ラ
レ

残
リ
二
通
ハD

ay Book

及C
hronological File

用
ト
ナ
ス
為
ニ
「
イ
ン
デ
ツ

ク
ス
」
係
ニ
送
ル
、
文
書
ハ
以
上
ノ
手
続
ヲ
了
ス
ル
ヤ
一
件
書
類
ノ
「
フ
ア
イ
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ル
」
其
儘
主
管
ニ
配
布
セ
ラ
ル
、
参
考
「
フ
ア
イ
ル
」
ア
ラ
バ
之
ヲ
添
附
ス
ル

コ
ト
勿
論
ナ
リ
、
各
主
管
ニ
於
テ
ハ
或
ル
文
書
ニ
現
ハ
レ
タ
ル
事
件
ニ
対
ス
ル

意
見
或
ハ
其
ノ
処
置
ニ
関
ス
ル
指
令
等
ヲ
「
ジ
ヤ
ケ
ツ
ト
」
ノ
相
当
欄
ニ
記
入

ス
、
此
ノ
指
令
ニ
基
キ
発
信
文
書
ノ
草
案
起
草
セ
ラ
レ
タ
ル
時
ニ
ハ
起
草
ヲ
命

ス
ル
原
文
書
ノ
番
号
ヲ
附
シ
発
送
係
ニ
送
附
ス
、
接
受
文
書
ニ
関
係
ナ
ク
起
草

ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
草
案
ハ
新
ナ
ル
文
書
ト
シ
テ
之
ニ
番
号
ヲ
附
シ
然
ル
後
発
送

係
ニ
送
ラ
ル
、
発
送
ノ
為
草
案
浄
書
セ
ラ
レ
タ
ル
後
ハ
収
蔵
係
ニ
回
附
セ
ラ
レ

テ
前
ニ
附
セ
ラ
レ
タ
ル
番
号
ニ
従
ヒ
「
フ
ア
イ
リ
ン
グ
」
ノ
処
置
ヲ
受
ク
、

　
　
　

三
、
亜
米
利
加
国
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
法

亜
米
利
加
国
務
省
文
書
整
理
法
ニ
関
シ
テ
ハ
嚮
ニ
我
外
務
省
ニ
於
テ
研
究
ノ
上

採
用
セ
ラ
レ
一
時
其
ノ
運
用
ヲ
見
タ
ル
次
第
ナ
ル
ヲ
以
テ
茲
ニ
詳
述
セ
サ
レ
共

要
ス
ル
ニ
其
ノ
組
織
ニ
於
テ
集
中
主
義
整
理
法
ヲ
採
リ
文
書
分
類
方
法
ニ
於
テ

「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分
類
法
ヲ
行
ヒ
詳
細
ヲ
極
ム
ル
「
デ
シ
マ
ル
」
式
分
類
表

ヲ
使
用
ス
、
此
ノ
点
英
国
外
務
省
カ
特
定
ノ
分
類
表
ヲ
設
ケ
ス
経
験
ト
実
際
ニ

基
キ
便
宜
ヲ
主
ト
シ
テ
一
件
一
括
一
事
項
一
括
主
義
ニ
終
始
ス
ル
ノ
ト
極
端
ナ

ル
対
象

（
マ
マ
）ヲ

為
ス
、

記
録
局
人
員
ハ
局
長
一
名
書
記
約
百
名
集
配
人
約
十
名
ニ
シ
テ
半
数
ハ
女
子
ヲ

含
ミ
且
ツ
書
記
百
名
ノ
中
ニ
ハ
記
録
局
内
ノ
一
課
タ
ル
電
信
課
ニ
勤
務
ス
ル
モ

ノ
ヲ
含
ム
ヲ
以
テ
実
際
文
書
ノ
分
類
整
理
ニ
従
事
ス
ル
書
記
ハ
約
七
十
名
ナ
リ
、

尚
記
録
局
ハ
国
務
省
部
局
ト
同
一
ナ
ル
基
礎
ノ
下
ニ
組
織
サ
ル
、

記
録
局
内
郵
便
部
ニ
テ
接
受
セ
ラ
レ
タ
ル
文
書
ハ
開
封
ノ
後
夫
々
区
分
セ
ラ
レ

テ
文
書
局
内
ノ
各
係
ニ
配
布
サ
レ
「
デ
シ
マ
ル
」
式
分
類
表
ニ
基
キ
「
サ
ブ
ジ

エ
ク
ト
」
分
類
ヲ
施
サ
ル
、
分
類
ニ
際
シ
或
ル
一
通
ノ
文
書
カ
二
以
上
ノ
分
類

部
所
ヲ
有
ス
ト
認
メ
ラ
ル
ル
時
ハ
写
ヲ
作
成
シ
テ
関
係
個
所
ニ
分
類
ス
、

文
書
索
引
ノ
為
ニ
ハ
「
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
ヲ
採
用
シ
「
ネ
イ
ム
イ
ン
デ
ツ
ク

ス
」
及
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
」
ヲ
設
ク
、「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
イ
ン

デ
ツ
ク
ス
」
作
成
ノ
場
合
ニ
ハ
出
来
得
ル
限
リ
交
叉
引
照
ヲ
行
フ

　
　
　

四
、
国
際
連
盟
事
務
局
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
法

国
際
連
盟
事
務
局
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
ハ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ
於
テ
行
ハ
ル
、

「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ハ
英
吉
利
外
務
省
ノ
制
度
ニ
則
リ
創
設
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
其
ノ
組
織
並
ニ
事
務
運
用
ノ
状
況
モ
殆
ド
之
ニ
類
似
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

其
ノ
敏
速
ナ
ル
執
務
振
リ
ハ
連
盟
事
務
局
ノ
誇
リ
ト
ス
ル
処
ナ
リ
、
当
「
レ
ヂ

ス
ト
リ
ー
」
ハ
英
吉
利
人
ニ
依
リ
発
案
創
設
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
最
近
ニ

至
ル
迄
其
ノ
指
導
監
督
ノ
下
ニ
ア
リ
タ
レ
共
現
在
ハ
仏
蘭
西
人
之
ニ
代
リ
局
長

ノ
地
位
ヲ
占
ム
、
局
員
ハ
大
部
分
英
吉
利
人
ニ
シ
テ
事
務
局
開
設
以
来
在
勤
ノ

モ
ノ
大
部
分
ヲ
占
ム
ル
ヲ
以
テ
総
員
約
二
十
名
位
ノ
小
人
数
ヲ
以
テ
ヨ
ク
煩
雑

ナ
ル
事
務
ヲ
運
用
シ
能
率
ヲ
揚
ケ
居
レ
リ
、
右
ハ
又
連
盟
事
務
外
務
省
事
務
程

広
汎
多
岐
ナ
ラ
ザ
ル
結
果
其
ノ
取
扱
文
書
ノ
分
類
整
理
モ
比
較
的
複
雑
ナ
ラ
ザ

ル
ニ
依
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
職
員
ノ
執
務
振
リ
全
ク
賞
讃
ニ
価
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
信

ズ連
盟
事
務
局
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ハ
左
ノ
諸
部
ニ
分
ル
、

　
　
　

分
類
係
（C

lassification Branch

）
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収
蔵
係
（A

rchives Branch

）

　
　
　

索
引
係
（Index des R

echerches

）

　
　
　

転
送
係
（Index du m

ouvem
ent des dossiers

）

　
　
　

重
要
書
類
部
（D

ocum
ents im

portants conservés dans les coffre-forts

）

分
類
係
ニ
於
テ
ハ
文
書
ノ
収
受
、
開
封
、
分
類
ヲ
行
ヒ
之
ニ
番
号
ヲ
附
シ
テ
収

蔵
係
ニ
送
ル
、
連
盟
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ
ハ
一
定
ノ
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分

類
表
ノ
備
ヘ
ア
リ
ト
雖
モ
米
国
々
務
省
ニ
於
ケ
ル
ガ
如
ク
詳
細
ナ
ル
分
類
表
ニ

基
キ
純
然
タ
ル
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分
類
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
、
結

局
ハ
具
体
的
ナ
ル
一
事
件
一
事
項
ヲ
一
括
シ
行
ク
方
法
ニ
依
ル
モ
ノ
ナ
レ
共
又

英
国
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
ガ
如
ク
初
メ
ニ
只
主
管
別
ニ
大
別
ス
ル
以
外
ハ
一
件
一

括
主
義
ニ
徹
底
ス
ル
方
法
ハ
之
ヲ
採
ラ
ズ
、
予
メ
連
盟
事
務
ヲ
包
括
ス
ル
「
サ

ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分
類
表
（
別
添
附
属
（
一
））
ヲ
設
ケ
置
キ
之
ニ
基
キ
先
ヅ
抽

象
的
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
ノ
下
ニ
分
類
部
所
ヲ
決
定
シ
然
ル
後
一
事
件
関
係
文

書
ヲ
一
括
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
右
ハ
連
盟
事
務
ノ
範
囲
大
体
確
定
シ
居
ル

ヲ
以
テ
左
程
分
類
上
ノ
困
難
ヲ
伴
ハ
サ
ル
ナ
リ
、
分
類
係
ニ
於
テ
注
意
ス
ヘ
キ

コ
ト
多
々
ア
レ
共
大
体
ニ
於
テ
次
ノ
如
シ
、

（
一
）
電
信
至
急
信
ニ
対
シ
テ
ハ
「
至
急
」
ナ
ル
「
ス
リ
ツ
プ
」
ヲ
附
シ
他

公
信
ヨ
リ
優
先
的
ニ
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
事
務
ヲ
施
ス
様
処
置
ス
ル
コ
ト

（
二
）
一
文
書
ニ
シ
テ
二
以
上
ノ
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
ニ
該
当
ス
ル
場
合
ノ

処
置
ハ
「
コ
ピ
ー
」
或
ハ
抜
萃
書
ノ
作
成
使
用
ニ
依
ル
、「
コ
ピ
ー
」
及

抜
萃
書
ニ
ハ
原
書
ノ
綴
込
マ
レ
タ
ル
「
フ
ア
イ
ル
」
ヲ
示
ス
コ
ト
勿
論
ナ

リ
、

（
三
）
図
書
乃
至
「
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
」
ハ
特
殊
ナ
ル
事
件
又
ハ
事
項
ニ
関
ス

ル
モ
ノ
並
ニ
右
ニ
該
当
セ
サ
ル
モ
事
務
局
ノ
名
ニ
於
テ
返
事
ヲ
出
ス
必
要

ア
ル
モ
ノ
ハ
先
ツ
主
管
ニ
送
リ
之
レ
以
外
ノ
モ
ノ
ハ
直
接
図
書
館
ニ
送
ル

分
類
係
ニ
於
テ
開
封
分
類
サ
レ
タ
ル
文
書
ハ
収
蔵
係
ニ
移
サ
レ
此
処
ニ
於
テ
次

ノ
如
キ
処
置
ヲ
受
ク

（
一
）「
ド
ケ
ツ
テ
イ
グ
」D

ocketing

各
文
書
ニ
「
ド
ケ
ツ
ト
」
ヲ
添
付
ス
、

「
ド
ケ
ツ
ト
」
ニ
記
入
セ
ラ
ル
ル
事
項
ハ
先
ツ
文
書
ノ
表
題
、
発
信
者
、

日
附
、
文
書
ノ
入
ル
ヘ
キ
「
フ
ア
イ
ル
」
ノ
番
号
等
ナ
リ

（
二
）「
フ
ア
イ
リ
ン
グ
」filing

「
ド
ケ
ツ
ト
」
ヲ
附
セ
ラ
レ
タ
ル
文
書
ハ

正
確
ニ
関
係
「
フ
ア
イ
ル
」
ニ
綴
込
マ
ル
、「
フ
ア
イ
ル
」
ハ
余
リ
厚
カ

ラ
サ
ル
二
ツ
折
「
紙
挟
ミ
」
ナ
リ
、
関
係
「
フ
ア
イ
ル
」
ガ
「
レ
ヂ
ス
ト

リ
ー
」
ニ
在
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
主
管
局
課
ニ
之
カ
廻
附
ヲ
求
メ
止
ム
ヲ
得
ズ

シ
テ
廻
附
セ
ラ
レ
ザ
ル
場
合
ニ
ハ
其
旨
ス
リ
ツ
プ
ヲ
附
シ
後
刻
「
フ
ア
イ

ル
」
ス
、
既
設
「
フ
ア
イ
ル
」
ニ
入
ラ
サ
ル
文
書
ニ
対
シ
テ
ハ
新
タ
ナ
ル

番
号
ヲ
附
シ
タ
ル
「
フ
ア
イ
ル
」
ヲ
作
成
ス
、「
フ
ア
イ
ル
」
番
号
ハ
分

類
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
ニ
関
係
ナ
ク
「
フ
ア
イ
ル
」
作
成
ノ
順
ニ
依
リ
之

ヲ
附
ス
、
従
テ
同
一
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
ノ
下
ニ
来
ル
「
フ
ア
イ
ル
」
ト

雖
モ
其
ノ
「
フ
ア
イ
ル
」
番
号
ハ
決
シ
テ
順
ヲ
追
フ
モ
ノ
ニ
非
ス
、
故
ニ

各
「
フ
ア
イ
ル
」
ニ
ハ
同
一
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
ノ
下
ニ
ア
ル
第
一
番
目

ノ
「
フ
ア
イ
ル
」
ノ
番
号
並
ニ
前
後
ノ
「
フ
ア
イ
ル
」
ノ
番
号
ヲ
附
ス
ル

コ
ト
ニ
依
リ
関
係
「
フ
ア
イ
ル
」
ト
ノ
連
絡
ヲ
図
ル

「
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
」
ハ
「
カ
ー
ド
」
式
ニ
依
ル
ト
雖
モ
一
枚
一
文
書
主
義
ニ
依
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ラ
ズ
、
文
書
数
通
ニ
対
シ
テ
一
枚
ノ
カ
ー
ド
ヲ
使
用
ス
、
文
書
ノ
発
信
者
別
ニ

依
ル
モ
ノ
ト
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
別
ニ
依
ル
モ
ノ
ト
ア
リ
此
ノ
二
種
類
ノ
「
イ

ン
デ
ツ
ク
ス
」
ヲ
手
懸
リ
ト
シ
テ
文
書
ヲ
索
引
ス
、
之
等
ノ
「
イ
ン
デ
ツ
ク

ス
」
ハ
毎
年
更
新
セ
ラ
ル
、
以
上
ノ
外
発
信
写
ノ
綴
込
ミ
ア
リ
之
亦
文
書
索
引

ノ
一
手
段
ヲ
ナ
ス
、
尚
又
条
約
ノ
如
キ
重
要
書
類
ニ
対
シ
テ
ハ
特
別
ノ
目
録
ア

リ
、「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ニ
於
テ
ハ
毎
日
主
要
文
書
日
報
ヲ
発
行
シ
各
主
管
ニ

配
布
ス
、
転
送
係
ニ
於
テ
ハ
各
「
フ
ア
イ
ル
」
毎
ニ
「
カ
ー
ド
」
ヲ
作
成
シ

「
フ
ア
イ
ル
」
番
号
順
ニ
並
ベIn
及
ヒO

ut

ノ
二
ツ
ニ
区
分
シIn

ノ
部
ニ
並

ヘ
ラ
レ
タ
ル
「
カ
ー
ド
」
ハ
記
録
局
内
ニ
ア
ル
「
フ
ア
イ
ル
」
ヲ
示
シ
、O

ut

ノ
部
ニ
入
レ
ラ
レ
タ
ル
「
カ
ー
ド
」
ハ
主
管
ニ
在
ル
「
フ
ア
イ
ル
」
ヲ
示
ス
、

斯
ク
シ
テ
「
フ
ア
イ
ル
」
ノ
出
入
ア
ル
毎
ニ
「
カ
ー
ド
」
ヲ
動
カ
シ
以
テ
「
フ

ア
イ
ル
」
ノ
所
在
ヲ
明
カ
ニ
ス
、
尚
右
「
カ
ー
ド
」
ニ
ハ
「
フ
ア
イ
ル
」
ノ
主

管
局
課
間
ニ
於
ケ
ル
移
動
ヲ
示
ス
ヘ
キ
記
入
欄
ア
リ
テ
「
フ
ア
イ
ル
」
運
行
ノ

状
況
ヲ
一
目
瞭
然
タ
ラ
シ
ム

以
上
ノ
処
置
ハ
電
信
ニ
対
シ
テ
モ
同
様
ナ
リ
発
送
文
書
及
発
電
ハ
写
二
通
ヲ
作

成
シ
草
案
ハ
関
係
「
フ
ア
イ
ル
」
中
ニ
写
一
通
ハ
発
送
文
書
綴
リ
、
発
電
綴
リ

ニ
「
フ
ア
イ
ル
」
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　

五
、
仏
蘭
西
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
法

仏
蘭
西
外
務
省
ニ
於
テ
ハ
英
国
外
務
省
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ノ
如
キ
外
務
省
所

管
文
書
全
部
ヲ
分
類
整
理
ス
ル
機
関
ナ
ク
文
書
ハ
処
分
後
其
ノ
儘
主
管
ニ
留
置

セ
ラ
レ
分
類
整
理
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
、
但
シ
全
ク
終
了
シ
タ
ル
事
件
ニ
関
ス

ル
記
録
ハ
主
管
局
課
ヨ
リ
之
ヲ
記
録
局
（Service des A

rchives

）
ニ
移
管
ス

ト
雖
モ
右
記
録
局
ハ
英
国
外
務
省
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ノ
如
ク
現
在
ノ
執
務
ニ

直
接
必
要
ナ
ル
文
書
ヲ
分
類
整
理
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
、「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ト

ハ
其
ノ
職
能
ニ
於
テ
又
其
ノ
組
織
ニ
於
テ
趣
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
記
録
局

ハ
謂
ハ
バ
外
務
省
関
係
古
文
書
館
ニ
シ
テ
主
管
局
課
ヨ
リ
引
渡
サ
レ
タ
ル
記
録

ノ
目
録
解
題
等
ヲ
作
成
シ
寧
ロ
間
接
ニ
外
務
省
事
務
ヲ
補
助
ス
ル
役
割
ヲ
持
ツ

モ
ノ
ナ
リ
、
仏
国
外
務
省
ニ
ハ
右
記
録
局
以
外
ニ
ハ
英
国
外
務
省
「
レ
ヂ
ス
ト

リ
ー
」
ニ
相
当
ス
ヘ
キ
係
ナ
シ
、
左
記
外
務
省
分
局
課
表
ニ
示
サ
レ
タ
ル
大
臣

官
房
ノ
文
書
発
送
収
受
課
ハ
受
付
発
送
並
ニ
ク
ー
リ
エ
、
外
交
郵
囊
ニ
関
ス
ル

事
務
ヲ
取
扱
フ
ノ
ミ
ニ
シ
テ
文
書
ノ
分
類
整
理
事
務
ハ
之
ヲ
行
ハ
ズ

一
、
大
臣
官
房
│
秘
書
官
室
、
情
報
部
、
文
書
発
送
収
受
課

0

0

0

0

0

0

0

、
電
信
電
話
課
、

二
、
総
務
局

三
、
政
商
局
│ 

文
書
課

0

0

0

、
電
信
課
、
欧
洲
局
、
亜
細
亜
大
陸
局
、
亜
米
利
加
局
、

通
商
局
、
連
盟
仏
国
事
務
局
、
仏
国
海
外
文
化
事
業
部
、
法
律

顧
問
課
、
外
国
人
係

四
、
人
事
会
計
部

五
、
儀
式
部

六
、
行
政
事
務
及
国
際
団
体
関
係
事
務

七
、
法
務
部

八
、
記
録
部

0

0

0

右
表
ニ
示
ス
如
ク
政
商
局
内
ニ
ハ
特
ニ
文
書
課
ヲ
設
ケ
テ
記
録
専
門
官
ヲ
配
置

シ
テ
同
局
ニ
於
テ
取
扱
フ
文
書
ノ
分
類
整
理
ヲ
監
督
セ
シ
ム
ル
定
メ
ナ
リ
、
政
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商
局
内
各
局
課
ニ
モ
夫
々
記
録
専
門
官
ヲ
配
置
シ
其
ノ
局
課
ノ
所
管
文
書
ヲ
分

類
整
理
セ
シ
ム
、
政
商
局
以
外
ノ
各
部
局
モ
自
己
所
管
ノ
文
書
ハ
夫
々
自
己
ノ

手
ニ
依
リ
分
類
整
理
ス
ル
仕
組
ナ
リ
、

仏
蘭
西
外
務
省
官
制
ニ
依
レ
バ
各
主
管
局
課
ニ
配
置
セ
ラ
ル
可
キ
記
録
専
門
官

ハ
左
記
ノ
如
シ

　

1　

Secrétaire-A
rchiviste　

六
名

　

2　

A
ttaché-classeur 

五
名

　

3　

A
rchiviste 

七
名

右
ノ
中A

ttaché-classeur

ハ
最
近
ノ
経
費
節
約
ヲ
主
旨
ト
ス
ル
官
制
改
正
ニ

依
リ
廃
止
セ
ラ
レ
タ
リ
、
尚
記
録
局
（Service des A

rchives

）
ニ
ハ
二
名
ノ

A
rchiviste-paléographe

ヲ
置
ク
、
記
録
専
門
官
任
用
ニ
関
シ
テ
ハ
次
ノ
如
キ

規
定
ア
リ
、

一
、「
ア
ル
シ
ビ
ス
ト
」
ハ
廿
三
才
以
上
三
十
才
以
下
ニ
シ
テ
徴
兵
法
所
定
ノ

義
務
ヲ
終
ヘ
且
ツ
「
バ
シ
ユ
リ
エ
」
ノ
免
状
或
ハ
之
ニ
相
当
ス
ル
免
状
ヲ
有

ス
ル
仏
人
志
願
者
ノ
中
ヨ
リ
試
験
ニ
依
リ
採
用
ス
、

一
、「
ス
ク
レ
テ
ー
ル
ア
ル
シ
ビ
ス
ト
」
ハ
「
ア
ル
シ
ビ
ス
ト
」
ニ
シ
テ
少
ク

ト
モ
六
年
間
在
職
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
中
ヨ
リ
選
ブ
、

一
、「
ア
ル
シ
ビ
ス
ト
、
パ
レ
オ
グ
ラ
フ
」
ハ
「
ア
ル
シ
ビ
ス
ト
パ
レ
オ
グ
ラ

フ
」
ノ
免
状
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ノ
中
ヨ
リ
之
ヲ
採
用
ス
、（
右
免
状
ハ
国
立
文

書
学
校
卒
業
者
ニ
交
附
サ
ル
）

尚
本
省
勤
務
ノ
記
録
職
員
ハ
時
ニ
応
シ
領
事
、
副
領
事
、
記
録
書
記
官
等
ノ
名

義
ニ
依
リ
在
外
勤
務
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
、

前
述
ノ
如
ク
仏
国
外
務
省
ニ
於
テ
ハ
所
管
文
書
ハ
各
局
課
別
ニ
分
類
整
理
シ
居

ル
モ
其
ノ
方
法
ニ
ハ
何
等
組
織
的
ナ
ル
ヲ
見
ズ
且
分
類
方
法
ニ
付
テ
モ
特
殊
ナ

ル
工
夫
等
ト
テ
無
ク
只
記
録
専
門
職
員
ハ
職
務
上
主
管
局
課
長
ニ
直
属
シ
常
ニ

其
ノ
所
管
事
務
ノ
経
過
ニ
通
ズ
ル
ヲ
以
テ
執
務
上
最
モ
便
利
ニ
整
理
ヲ
ナ
シ
得

ル
モ
ノ
ト
ス
ル
立
前
ナ
リ
、

仏
国
外
務
省
主
要
局
タ
ル
政
商
局
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
ノ
手
続
ハ
大
体
次
ノ
如

シ
、
先
ツ
文
書
収
受
係
ヨ
リ
送
ラ
レ
タ
ル
文
書
ハ
記
帳
セ
ラ
レ
各
主
任
事
務
官

ニ
依
リ
処
理
セ
ラ
ル
、
処
理
済
文
書
ハ
記
録
職
員
ノ
手
ニ
渡
リ
予
メ
設
ケ
ラ
レ

タ
ル
分
類
表
ニ
ヨ
リ
先
ヅ
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分
類
ヲ
施
サ
ル
、
次
ニ
分
類
セ

ラ
レ
タ
ル
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
ノ
下
ニ
於
テ
事
件
別
或
ハ
事
項
別
ニ
一
括
シ
テ

「
フ
ア
イ
ル
」
ス
、
右
「
サ
ブ
ジ
エ
〔
ク
〕
ト
」
分
類
表
モ
現
在
ノ
処
各
局
課

別
々
ニ
シ
テ
何
等
統
一
ナ
キ
ヲ
以
テ
政
商
局
文
書
課
ニ
於
テ
ハ
全
局
ニ
於
ケ
ル

文
書
整
理
ニ
統
一
ヲ
与
フ
ル
為
共
通
ナ
ル
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分
類
表
ヲ
作
成

セ
ン
ト
努
力
シ
附
属
（
二
）
ノ
如
キ
分
類
表
草
案
ヲ
考
慮
シ
居
レ
ル
由
ナ
リ
、

サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
分
類
表
ハ
大
体
ニ
於
テSerie, C

arton, D
ossier,

ノ
三
段
ヨ
リ

成
ル
、Serie

ハ
政
商
局
内
各
局
課
別
ニ
シ
テC

arton, D
ossier,

ハ
夫
々
大
分

類
小
分
類
ナ
リ
、
以
上
ノ
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分
類
ヲ
施
サ
レ
タ
ル
文
書
ハ
同

一
事
件
関
係
ノ
書
類
ト
共
ニ
二
ツ
折
四
頁
ノSous-dossier

ニ
一
括
セ
ラ
レ
同

種
類
ノSous-dossier

ト
共
ニ
更
ニD

ossier

ニ
集
メ
ラ
レ
最
後
ニ
同
一
「
グ

ル
ー
プ
」
ニ
属
ス
ルdossier

ト
共
ニ
厚
紙
製
ノC

arton

中
ニ
保
管
セ
ラ
ル
ル

ニ
至
ル
、
文
書
ノ
分
類
番
号
ハSerie

ハ
「
ア
ル
フ
ア
ベ
ツ
ト
」
ヲ
以
テ
以
下

ハ
数
字
ヲ
以
テ
表
示
ス
、
分
類
文
書
ノ
「
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
」
ハ
カ
ー
ド
式
ヲ
採
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用
セ
ズ
帳
簿
式
ヲ
採
用
ス
、
発
信
者
別
及
日
附
順
ノ
二
種
ア
リ
、

右
ノ
如
キ
順
序
ニ
依
リ
各
主
管
ニ
於
テ
分
類
整
理
サ
レ
タ
ル
文
書
ハ
事
件
全
ク

終
了
ス
ル
ニ
至
ツ
テ
之
ヲ
記
録
局
ニ
引
継
グ
モ
ノ
ト
ス
、
記
録
局
ニ
於
テ
ハ
主

管
局
課
ヨ
リ
引
継
ゲ
ル
整
理
済
文
書
即
チ
記
録
ハ
絶
対
ニ
其
ノ
内
容
ニ
変
化
ヲ

加
ヘ
ズ
所
謂R

espect du Fond

ノ
原
則
ヲ
厳
守
シ
只
目
次
ノ
添
付
、
目
録
解

題
ノ
作
成
等
ヲ
ナ
ス
、
右
ハ
文
書
ハ
其
ノ
取
扱
者
ニ
依
リ
テ
整
理
サ
ル
ル
コ
ト

最
モ
良
キ
整
理
ナ
ル
ト
仝
時
ニ
一
旦
分
類
整
理
サ
レ
タ
ル
記
録
ヲ
再
ビ
整
理
シ

直
ス
コ
ト
ハ
整
理
済
記
録
ヲ
収
拾
ス
ベ
カ
ラ
サ
ル
状
体
ニ
陥
ル
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ

以
テ
如
何
ナ
ル
理
由
ア
ル
ト
モ
再
整
理
ハ
之
ヲ
排
斥
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
ト
ス
ル

主
旨
ナ
リ
、
此
ノ
原
則
ハ
各
国
官
文
書
館
等
ニ
於
テ
厳
重
ニ
実
行
セ
ラ
レ
居
ル

処
ナ
リ
、

仏
蘭
西
ニ
於
テ
ハ
各
官
庁
ノ
文
書
ハ
一
定
ノ
年
限
ヲ
経
タ
ル
時
ハ
国
立
官
文
書

館
ニ
寄
託
サ
ル
ル
モ
ノ
ト
ナ
リ
居
レ
共
外
務
省
所
管
文
書
ハ
未
タ
曽
テ
寄
託
セ

ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
以
テ
外
務
省
所
蔵
文
書
ハ
相
当
古
キ
時
代
ニ
遡
ル
由
ナ

リ
、

独
逸
外
務
省
及
伊
太
利
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
方
法
ハ
各
局
課
別
整
理
方

法
ニ
シ
テ
其
ノ
主
旨
殆
ド
仏
国
外
務
省
ノ
夫
レ
ト
仝
様
ナ
ル
ヲ
以
テ
詳
述
セ
ズ
、

　
　
　

六
、
結　

語

要
之
英
国
外
務
省
、
米
国
外
務
省
、
連
盟
事
務
局
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
所
管
文
書
全

部
ヲ
一
ケ
所
ニ
蒐
メ
テ
分
類
整
理
ヲ
施
ス
方
法
ヲ
採
用
シ
、
英
国
外
務
省
ニ
於

テ
ハ
主
管
局
別
ニ
大
別
ス
ル
以
外
ハ
純
粋
ニ
一
件
一
括
主
義
ニ
終
始
シ
亜
米
利

加
国
務
省
ニ
於
テ
ハ
飽
ク
迄
モ
文
書
ヲ
抽
象
的
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
ノ
下
ニ
分

類
セ
ン
ト
シ
テ
詳
細
ナ
ル
「
デ
シ
マ
ル
」
式
分
類
表
ヲ
使
用
シ
連
盟
事
務
局
ハ

両
者
ノ
中
間
ヲ
行
キ
或
ル
程
度
迄
「
サ
ブ
ジ
エ
ク
ト
」
分
類
ヲ
ナ
シ
終
局
ニ
於

テ
一
件
一
括
主
義
ニ
ヨ
リ
整
理
ス
、
而
シ
テ
何
レ
モ
充
実
セ
ル
「
ス
タ
ツ
フ
」

ト
大
ガ
カ
リ
ナ
ル
補
助
手
段
ト
併
行
シ
テ
集
中
主
義
整
理
法
ヲ
運
用
シ
居
レ
リ
、

例
ヘ
ハ
英
国
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
慎
重
ナ
ル
「
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
」
連
盟

事
務
局
ニ
於
ケ
ル
厳
重
ナ
ル
「
フ
ア
イ
ル
」
回
収
制
度
等
ハ
何
レ
モ
煩
雑
重
複

ヲ
顧
ミ
ス
集
中
主
義
ノ
欠
陥
ヲ
防
ク
為
ノ
努
力
ナ
リ
ト
ス
、
又
何
レ
モ
多
人
数

ノ
専
門
職
員
ヲ
擁
シ
其
ノ
養
成
ニ
付
テ
モ
亦
特
別
ノ
考
慮
ヲ
払
ヒ
居
レ
リ

反
之
欧
洲
大
陸
ニ
於
ケ
ル
外
務
省
ハ
独
逸
、
仏
蘭
西
、
伊
太
利
等
ヲ
初
メ
ト
シ

テ
大
体
ニ
於
テ
集
中
主
義
整
理
ヲ
行
ハ
ス
主
管
別
整
理
法
ヲ
採
用
シ
居
レ
リ
右

ハ
長
年
慣
行
セ
ル
タ
メ
之
ヲ
集
中
主
義
ニ
改
ム
ル
コ
ト
非
常
ニ
困
難
ナ
ル
結
果

自
然
保
守
的
ト
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
次
第
ナ
リ
ト
モ
考
ヘ
ラ
ル
ル
モ
又
一
ツ
ニ

ハ
官
庁
文
書
ハ
直
接
事
件
ヲ
取
扱
フ
者
ニ
於
テ
整
理
ス
ル
コ
ト
最
モ
合
理
的
且

ツ
便
宜
ナ
リ
ト
ス
ル
信
念
ニ
基
ク
モ
ノ
ト
思
ハ
ル
、
独
、
仏
外
務
省
ニ
於
ケ
ル

当
務
関
係
者
ハ
何
レ
モ
此
ノ
点
ヲ
主
張
シ
煩
雑
ナ
ル
集
中
主
義
ヲ
攻
撃
シ
居
レ

リ
、
前
述
ノ
如
ク
独
仏
外
務
省
ニ
モ
外
務
省
全
部
ノ
記
録
ヲ
保
管
ス
ル
記
録
局

存
在
ス
ル
モ
右
ハ
英
米
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
記
録
局
ト
ハ
聊
カ
趣
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
各
主
管
局
課
ヨ
リ
引
継
キ
シ
歴
史
的
記
録
ヲ
保
管
ス
ル
所
謂
古
文
書

館
ニ
シ
テ
英
国
外
務
省
「
レ
ヂ
ス
ト
リ
ー
」
ノ
如
キ
現
在
ノ
事
件
ニ
関
ス
ル
文

書
ヲ
集
中
整
理
ス
ル
機
関
ニ
ハ
非
サ
ル
ナ
リ
、
以
上
ノ
如
ク
大
陸
ニ
於
ケ
ル
外

務
省
ニ
於
テ
ハ
主
管
別
整
理
方
法
ヲ
採
用
ス
ル
モ
記
録
専
門
職
員
ヲ
置
キ
テ
之
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カ
事
務
ニ
当
ラ
シ
メ
又
全
体
ノ
文
書
整
理
事
務
ヲ
監
督
シ
統
一
ヲ
計
ル
必
要
上

文
書
主
任
ヲ
置
ク
ヲ
普
通
ト
ス
、

右
二
主
義
何
レ
ヲ
可
ト
シ
何
レ
ヲ
否
ト
ス
ル
カ
ハ
一
ニ
其
ノ
運
用
ノ
如
何
ニ
ア

リ
ト
信
ス
、
即
チ
何
レ
ノ
主
義
ニ
依
ル
モ
之
ヲ
運
用
ス
ル
為
ノ
補
助
手
段
ニ
於

テ
宜
シ
キ
ヲ
得
サ
レ
ハ
各
其
ノ
特
色
ヲ
発
揮
セ
サ
ル
可
シ
特
ニ
集
中
主
義
ニ
ハ

充
実
セ
ル
「
ス
タ
ツ
フ
」
ト
慎
重
ナ
ル
補
助
手
段
ヲ
必
要
ト
シ
此
ノ
点
ニ
付
不

充
分
ナ
レ
ハ
忽
チ
収
拾
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
ル
可
シ
、
各
局
課
別
整
理
法
ハ
手

続
比
較
的
簡
単
ナ
レ
共
記
録
ノ
統
一
ト
云
フ
点
ニ
関
シ
テ
遺
憾
ノ
点
無
キ
ニ
シ

モ
非
サ
レ
ハ
此
ノ
点
ヲ
考
慮
シ
テ
適
当
ナ
ル
手
段
ヲ
講
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
、
何

レ
ニ
ス
ル
モ
制
度
運
用
ノ
為
ノ
補
助
手
続
ニ
於
テ
欠
ク
ル
所
ナ
キ
ヲ
必
要
ト
ス

先
年
我
外
務
省
ニ
於
テ
米
国
国
務
省
ノ
「
シ
ス
テ
ム
」
ヲ
採
用
シ
テ
失
敗
セ
ル

ハ
一
ニ
「
シ
ス
テ
ム
」
運
用
ニ
欠
ク
可
カ
ラ
サ
ル
補
助
手
続
ヲ
無
視
シ
タ
ル
結

果
ナ
リ
ト
思
考
ス

翻
ツ
テ
我
外
務
省
ニ
於
ケ
ル
文
書
整
理
ノ
現
状
ヲ
見
ル
ニ
原
則
ニ
於
テ
集
中
主

義
整
理
方
法
ヲ
採
ル
モ
ノ
ノ
如
キ
モ
依
然
ト
シ
テ
之
カ
実
施
ニ
必
要
ナ
ル
各
手

続
ニ
於
テ
欠
ク
ル
処
ナ
キ
ニ
非
ス
、
従
テ
実
際
ニ
於
テ
ハ
文
書
ハ
受
理
後
各
主

管
局
課
ニ
其
儘
留
置
セ
ラ
レ
此
処
ニ
於
テ
分
類
整
理
ヲ
施
シ
比
較
的
重
要
ナ
ラ

サ
ル
文
書
ノ
ミ
記
録
係
ニ
回
附
セ
ラ
レ
主
管
、
記
録
係
双
方
ニ
於
テ
各
々
独
立

無
関
係
ニ
整
理
シ
居
ル
実
状
ニ
シ
テ
更
ニ
「
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
」
ノ
不

備
ハ
文
書
ノ
所
在
ヲ
不
明
ナ
ラ
シ
ム
ル
虞
ナ
シ
ト
セ
ス
、
現
〕
3

〔
※
在
記
録
係
ニ
配
置

セ
ラ
レ
タ
ル
人
員
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
集
中
主
義
ノ
実
ヲ
挙
ク
ル
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
英

米
外
務
省
ノ
例
ニ
徴
ス
ル
モ
極
メ
テ
明
白
ニ
シ
テ
記
録
係
ヲ
拡
張
セ
サ
ル
限
リ

寧
ロ
各
局
課
別
整
理
法
ニ
徹
底
ス
ル
方
可
然
ト
思
考
ス
、
何
レ
ニ
セ
ヨ
集
中
主

義
カ
局
課
別
主
義
カ
ノ
原
則
ヲ
明
確
ニ
樹
立
シ
之
カ
実
施
ノ
為
ニ
必
要
ナ
ル
有

ユ
ル
手
段
ヲ
講
ス
ル
コ
ト
肝
要
ナ
リ
ト
信
ス

〔
※
3　

罫
紙
上
部
「
◎
」〕

【
参
考
】
別
添
附
属
（
一
）（
二
）
仮
訳

　

執
筆
者
註　
「
欧
米
主
要
諸
国
外
務
省
文
書
整
理
方
法
概
要
」
に
は
附
属
（
一
）

と
し
て
国
際
連
盟
事
務
局
「
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
」
分
類
表
と
（
二
）
フ
ラ
ン
ス
外
務
省

政
商
局
記
録
分
類
表
草
案
が
添
付
さ
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
原
文
は
フ
ラ
ン
ス
語
）。

前
者
は
淵
時
智
『
文
書
整
理
法
の
理
論
と
実
際
』（
一
九
三
二
年
、
同
文
館
）
で
も

訳
出
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
た
め
、
改
め
て
仮
訳
を
付
け
る

こ
と
と
し
た
（
な
お
編
集
上
の
都
合
に
よ
り
体
裁
を
縦
書
き
に
改
め
る
な
ど
し
た
た

め
、【
参
考
】
と
し
た
）。

附
属
（
一
）

「
国
際
連
盟
事
務
局
「
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
」
分
類
表
」

　
　
　

分
類

1
．
政
治

2
．
管
理
委
員
会

　
ａ
／
一
般　

ｂ
／
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ　
ｃ
／
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州

3
．
法
律
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ａ
／
一
般　

ｂ
／
労
働　
ｃ
／
国
際
司
法
裁
判
所　

ｄ
／
条
約　
ｅ
／
国
際

法
典
編
纂

4
．
少
数
民
族

5
．
国
際
事
務
局

　
ａ
／
一
般　

ｂ
／
知
的
協
力　
ｃ
／
国
際
連
盟
に
関
す
る
教
育

6
．
委
任
統
治

　
ａ
／
一
般　

ｂ
／
奴
隷

7
．
軍
縮

　
ａ
／
一
般　

ｂ
／
軍
縮
会
議

8
．
衛
生

　
ａ
／
一
般　

ｂ
／
ス
タ
ッ
フ
の
交
流
お
よ
び
国
際
連
携　
ｃ
／
マ
ラ
リ
ア　

ｄ
／
伝
染
病
情
報　
ｅ
／
血
清
お
よ
び
生
物
学
的
製
剤　

ｆ
／
幼
児
の
保
護

9
．
交
通

　
ａ
／
一
般　

ｂ
／
水
路
の
航
行
（
内
水
航
行
）　
ｃ
／
海
上
航
行
お
よ
び
港

湾　

ｄ
／
鉄
道　
ｅ
／
電
気　

ｆ
／
道
路　
ｇ
／
郵
便
、
電
信
、
電
話
、
無

線
電
話　

ｈ
／
航
空
路

10
．
経
済
お
よ
び
財
政

　
ａ
／
一
般　

ｂ
／
統
計　
ｃ
／
財
源　

ｄ
／
経
済
会
議

11
．
社
会

　
ａ
／
一
般　

ｂ
／
女
性
の
人
身
売
買　
ｃ
／
児
童
保
護

12
．
ア
ヘ
ン

　
ａ
／
一
般　

ｂ
／
常
設
中
央
委
員
会

13
．
情
報

14
．
理
事
会

15
．
総
会

16
．
図
書
館

17
．
国
際
連
盟
の
財
政

18
．
管
理
と
施
設

　
ａ
／
内
部
管
理　

ｂ
／
国
際
連
盟
の
施
設
と
設
備

19
．
国
際
連
盟
の
出
版
物

20
．
難
民

　
ａ
／
一
般　

ｂ
／
ロ
シ
ア
難
民　
ｃ
／
ア
ル
メ
ニ
ア
難
民

50
．
一
般
お
よ
び
多
様
な
問
題

附
属
（
二
）

「
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
政
商
局
記
録
分
類
表
草
案
」

　
　
　

記
録
分
類
表

大
分
類
1

　

小
分
類
1
．
フ
ラ
ン
ス
大
使
館

　
　
　
　
2
．
領
事
館

　
　
　
　
3
．
領
事
代
理
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4
．
外
交
・
領
事
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
5
．
陸
軍
駐
在
武
官

　
　
　
　
6
．
海
軍
駐
在
武
官

　
　
　
　
7
．
空
軍
駐
在
武
官

　
　
　
　
8
．
商
務
官

　
　
　
　
9
．
勲
章

大
分
類
2

　

小
分
類
1
．
憲
法

　
　
　
　
2
．
王
室
問
題
と
裁
判
所

　
　
　
　
3
．
議
会
、
立
法
選
挙

　
　
　
　
4
．
外
交
団

　
　
　
　
5
．
政
治
家
に
関
す
る
情
報

大
分
類
3

　

小
分
類
1
．
新
聞

　
　
　
　
2
．
新
聞
の
要
約

大
分
類
4

　

小
分
類
1
．
陸
軍
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
陸
軍
の
装
備

　
　
　
　
3
．
軍
用
機

　
　
　
　
4
．
軍
人
墓
地

　
　
　
　
5
．
フ
ラ
ン
ス
と
の
通
信
に
係
る
費
用

　
　
　
　
6
．
外
国
と
の
通
信
に
係
る
費
用

　
　
　
　
7
．
軍
事
情
報

大
分
類
5

　

小
分
類
1
．
海
軍
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
海
軍
の
装
備

　
　
　
　
3
．
停
泊
地

大
分
類
6

　

小
分
類
1
．
内
政
（
総
括
分
類
）

　
　
　
　
2
．
政
党

　
　
　
　
3
．
社
会
主
義
者

　
　
　
　
4
．
革
命
的
行
為

大
分
類
7

　

小
分
類
1
．
地
域
主
義
者
の
統
合
運
動

大
分
類
8

　

小
分
類
1
．
宗
教
的
問
題
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
国
際
協
定
（
文
書
集
）

　
　
　
　
3
．
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
報
告

大
分
類
10

　

小
分
類
1
．
宣
伝
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
フ
ラ
ン
ス
の
宣
伝

　
　
　
　
3
．
…
の
宣
伝

大
分
類
11

　

小
分
類
1
．
国
境
（
一
般
分
類
）
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2
．
国
境
の
確
定

　
　
　
　
3
．
国
境
を
め
ぐ
る
事
件

　
　
　
　
4
．
国
境
地
域
の
特
別
制
度

　
　
　
　
5
．
旅
券

大
分
類
12

　

小
分
類
1
．
経
済
状
況
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
食
料
事
情

　
　
　
　
3
．
給
油

大
分
類
13

　

小
分
類
1
．
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
購
入
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
…
か
ら
の
購
入

大
分
類
14

　

小
分
類
1
．
財
政
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
予
算

　
　
　
　
3
．
公
債

　
　
　
　
4
．
財
政
法

　
　
　
　
5
．
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
融
資

　
　
　
　
6
．
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
支
払
い

大
分
類
15

　

小
分
類
1
．
金
融
機
関
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
…
銀
行

大
分
類
16

　

小
分
類
1
．
税
関

　
　
　
　
2
．
フ
ラ
ン
ス
税
関
へ
の
ク
レ
ー
ム

　
　
　
　
3
．
…
税
関
へ
の
ク
レ
ー
ム

大
分
類
17

　

小
分
類
1
．
農
業
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
農
業
法

大
分
類
18

　

小
分
類
1
．
商
業
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
商
法
お
よ
び
関
税
法

　
　
　
　
3
．
フ
ラ
ン
ス
の
貿
易
関
係
と
契
約
（
交
渉
）

　
　
　
　
4
．
フ
ラ
ン
ス
の
貿
易
関
係
と
契
約
（
雑
件
）

　
　
　
　
5
．
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
貿
易
関
係
と
契
約
（
交
渉
）

　
　
　
　
6
．
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
貿
易
関
係
と
契
約
（
雑
件
）

　
　
　
　
7
．
飲
料

　
　
　
　
8
．
糖
類

大
分
類
19

　

小
分
類
1
．
商
用
旅
行
者

　
　
　
　
2
．
外
国
貿
易
顧
問

　
　
　
　
3
．
株
式
取
引

大
分
類
20

　

小
分
類
1
．
商
工
会
議
所
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
商
工
会
議
所　

フ
ラ
ン
ス
語
…
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3
．
商
工
会
議
所　

…
の
、
フ
ラ
ン
ス
で

大
分
類
21

　

小
分
類
1
．
博
覧
会

　
　
　
　
2
．
見
本
市

大
分
類
22

　

小
分
類
1
．
工
業
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
工
業
法

　
　
　
　
3
．
…
工
業

大
分
類
23

　

小
分
類
1
．
鉱
山
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
鉱
業
法

　
　
　
　
3
．
…
鉱
山

大
分
類
24

　

小
分
類
1
．
公
共
事
業

　
　
　
　
2
．
港
湾

　
　
　
　
3
．
下
水
道

大
分
類
25

　

小
分
類
1
．
通
信
経
路
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
水
路
の
航
行
（
内
水
航
行
）

　
　
　
　
3
．
鉄
道

　
　
　
　
4
．
道
路

　
　
　
　
5
．
商
業
航
空

大
分
類
26

　

小
分
類
1
．
海
上
航
行

　
　
　
　
2
．
航
路

　
　
　
　
3
．
貨
物
輸
送
（
商
船
の
取
得
と
使
用
）

大
分
類
27

　

小
分
類
1
．
郵
便
と
電
信

　
　
　
　
2
．
郵
便
検
閲

　
　
　
　
3
．
電
信
検
閲

　
　
　
　
4
．
無
線
通
信

　
　
　
　
5
．
行
囊
と
ク
ー
リ
エ

大
分
類
28

　

小
分
類
1
．
司
法
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
司
法
機
関

大
分
類
29

　

小
分
類
1
．
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
市
民
制
度

　
　
　
　
2
．
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
財
産
制
度

　
　
　
　
3
．
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
制
度

　
　
　
　
4
．
フ
ラ
ン
ス
の
財
産
制
度

大
分
類
30

　

小
分
類
1
．
教
化
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
教
育
機
関

　
　
　
　
3
．
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
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4
．
教
師
派
遣

大
分
類
31

　

小
分
類
1
．
美
術
（
一
般
分
類
）

　
　
　
　
2
．
芸
術
の
公
演

　
　
　
　
3
．
映
画

大
分
類
32

　

小
分
類
1
．
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
2
．
観
光

大
分
類
33

　

小
分
類
1
．
植
民
地
（
一
般
分
類
）

大
分
類
34

　

小
分
類
1
．
社
会
問
題

　
　
　
　
2
．
組
合
法

　
　
　
　
3
．
年
金
法

大
分
類
35

　

小
分
類
1
．
多
様
な
行
政

　
　
　
　
2
．
地
方
行
政

　
　
　
　
3
．
市
行
政

大
分
類
36

　

小
分
類
1
．
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
の
…

　
　
　
　
2
．
…
で
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
へ
の
勧
告
と
巡
回

　
　
　
　
3
．
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
請
求

大
分
類
37

　

小
分
類
1
．
フ
ラ
ン
ス
…

　
　
　
　
2
．
…
で
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
勧
告
と
巡
回

　
　
　
　
3
．
…
の
請
求

大
分
類
38

　

小
分
類
1
．
雑
件

　
　
　
　
2
．
衛
生

　
　
　
　
3
．
照
会
と
回
答

大
分
類
39

　

小
分
類
1
．
議
会
関
係
綴
（
議
会
質
問
と
回
答
）
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T
his article is to reprint a report of a foreign bureaucrat, M

ihara H
idejiro, 

w
ho studied in France in 1931 and studied archival sciences at “ É

cole 
N

ationale des C
hartes,”  and explains the report including the background for 

it.　
T

hrough his report, it is possible to understand how Japan at that tim
e 

accepted state-of-the-art record m
anagem

ent theory and applied it to 
organizational reform

.
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